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?
一訳
（初版）序文 (1879年）
本書はケンブリッジ大学公開講義の講師たちのひとつの会合の求めに応じて企画された
ものでありその人たちが感じていた望みを適えようとして構成されている。
それはミルの『経済学」において敷かれた方針に沿って，価値，賃金および利潤の理論
を組立てようとする試みであり，現代の経済学者の業績の主要な成果をふくむものになろ
う。本理論の主たる概要は何年もの間，ケンブリッジにおける講義およびごく最近にはブ
リストルにおける講義において検討されたものである。銀行業，外国貿易および租税に関
する研究は，『貿易と金融の経済学』という続巻に廻されている。
著者たちはH.シジウィック氏， H.S.フォックスウェルおよびw.ムーア・イデー師に
本書出版にさいしてのご教示とご援助を負っていることを記しておきたいと思う。
第 2版序・文
本書は価値，賃金，および利潤の理論を概説したものである。最近の英国人経済学者た
ちによって遺されたこれらに関する理論は，あまりにも完璧さをよそおいすぎており，し
たがって当然の反動としてかれらの著作は厳しく批判されてきている。しかし研究の進展
はそれらの業績が全体としては正当なものであることが明らかにされつつあり，またそれ
らの多くが極めて不完全であるとしても，ジョン・スチュワート・ミルによって示された
注意深い説明の中には，適切に解釈されるなら正しくないものはごく僅かしかふくまれて
いないことが明らかにされている。
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しかしながらひとつの重要な問題に関しては，ミルとは異なる道を歩むことがどうして
も必要であるように思える。かれは分配の問題に向けてかれ自身の諸原理を完全には適用
することがなかった。ソーントンにたいする評注のなかでの，この問題についてのかれの
最後の発言は，この問題の一部を驚くほど不満足な状態のまま，残している。かれは確か
に解決が見出されるべき方向について，なにがしかの示唆を与えてはいるが，かれ自身そ
れを明らかにしょうとはしなかっtこ。本書では問題の解決を与えようと企てられており，
またそれぞれ異なった内容をふくむ価格，賃金，利澗の理論の基礎には統一的な原理があ
ることを示そうとしている。あらゆる種類の労働の報酬，資本の利子，諸商品の価格は，
長期的には基本において同じものである法則に従いつつ，競争によって決定される。この
正常価値の法則は，具体的には多くの変異をもち，また多くの異なった形態をとることも
ある。しかしどの形態においても，この法則は，価値が需要と供給との一定の関係によっ
て決められ，さらに供給を決定する諸原因のなかでは，生産費が主役を演じることを示し
ている。本書第2編は商品に適用した場合の，この法則の一般的説明からはじまる。つづい
て未熟練労働，熟練労働および事業能力の供給法則のうちに見出されるいくつかの特徴が
論ぜられている。かくして正常な需要と供給が，資本と労働の結合生産物のうち，まず第
ーに利子として資本に向けられる分け前をどのように決定し，第2に労働に向けられる分
け前がそれぞれの職種の間にどのように分配されるかを研究するための基礎が明らかとな
る。本書は最後に経済諸要因の正常な作用が，摩擦や結託やある．いは市場価値に絶えざる
影響を与えている一時的な問題によって妨害をうけたり，あげくは無視されたりするが決
して破壊されるには至らないその方途をとりあつかう。
うっかりしたため自由競争という用語の形式的定義が本文ではなされないままになって
いる。•本書は活版印刷のため，その定義を適当な場所にうめこむのが難しいので，ここで
述べておこう。ある人は，誰と結託することもなく，かれとかれの家族にとって最大の物
的利益となるであろう方策を慎重に選択したことになる過程を追い求めている時，その人
は自由に競争している。かれは利己的であるはずはない。事実あらゆる類いの勤労の正常
な供給は，多分もっとも低級なものを除き，両親による，子供たちの利便のために自分た
ちの楽しみを無私の気持をもって犠牲にすることに基づいている。しかしかれは自分自身
と家族の物的利益を考慮するさいには，それに比するなら他人の福祉を無視していると想
定されている。もしもすべての人がつねに他人にとって最善であることをしようと志すと
きに最大の幸福を見出すのであれば，本書に記述されているような正常価値の理論はこの
世には存在しなくともよいであろう。初期のキリスト教徒の間で行われていたようなある
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種の共産主義が，経済理論の基礎となるであろう。しかし現実のこの世においては，事業
の主たる積極的原理は，各人が自分とその家族の物質的利益を増進させようとする願望で
ある。それゆえに経済学における正常な結果は，経済的摩擦をひきおこす因習，無気力，
無知その他あらゆる受動的要素を克服するに必要な時間ーーそれにはどうしてもかなりの
時間が必要だろうが一ーがあるならば，この積極的原理によって長期的には生じるであろ
う結果である。因習は往々にして競争よりも影響力がつよいので，単なる摩擦として軽々
しく述べるべきでないと主張されてはきた。しかしこれは摩擦という言葉の意味をまった
く誤解したものである。摩擦はかならずしも些細なことがらではないが，それは消極的な
抵抗であり，積極的な力は，それがいかに小さなものであれ，完全には固定したものでな
い素材に働きかけるうちに，長期的にはいかに大きな摩擦であれそれを克服してゆくであ
ろう。人間の本性は決して絶対的に固定したものではなく，同じ方向に向って何世代にも
わたり執拗に作用しつづける力強い積極的な経済力に刃向って，因習がその立場を維持し
つづけることはない。
正常な結果は，競争が長期的にはもたらすであろう諸結果である。それにかかわる期間
は，競争の積極的な諸力が無知，偏見，因習等々の消極的な抵抗を打ち負かすのに必要な
時間を与えるだけの充分に長いものでなければならない。その期間は，供給と需要の一時
的変動，収穫の良し悪しの影響等々を無視することができるほど充分に長期でなければな
らず，またこういった反対方向に交錯する変化については，相互に中和させるに充分なほ
どの長期でなければならない。競争の諸力のきまりきった作用の一般的効果の輪郭を明瞭：
にすることはできるはずである。
しかしながら正常な結果があてはまる時間の範囲を明瞭に判定する過程にはいくつかの
障害が存在し，多くのものをそれぞれのケースの判断に留保しておかねばならないことは
認められねばならない。特に新しい発明および財や労働市場における変化にかかわる知識
が，普及するのに必要な時間について，一般的原則を規定することは不可能である。すぺて
の人は自分自身と子供たちのためにもっとも有利な職業を求めようとする性向を持ってい
る。そしてこの積極的な性向は，長期的には無知という消極的抵抗を排除するであろう。
しかし無知は障害物として長期にわたって作用するだろうし，異なる職業の有利さは急
速に変化するであろう。経済学について未だ書かれざる諸章のうちもっとも重要なものの
ひとつは，知識がひろまってゆくのが遅いということの結果，経済的諸原因と諸結果との
間に介在する時間についてである。
前半の諸章は，最終的に良しとされたものよりもより入門的な性格を本書に与えようと
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企てられた時点で印刷され，経済用語を定義することにまつわる諸困難は，できうるかぎ
りで無視された。しかしこの版では，富と資本の定義についていくつかの一層すすんだ議
論がなされている。しかしながら実際には前の版から大幅に離れずしては，これらの用語
について満足のゆく意味づけを行なうことはできない。
特に通常の英語の用例が，個人的観点からみた場合に，資本について強引に与えている
説明は学問的目的にうまく適合しない。それは多くの点で不明確であるだけではなく，そ
れはもしも一人のボートを建造する人が，他方でかれからボートを借りている馬車の製造
人から馬車を借りたとすれば，双方の資本はもしも双方が借りていたものを買おうとすれ
ば減少するであろうと言わせることにもなる。
かくしてこのような概論書では議論の場が得られないような難しい諸問題の入口にさし
かかる。それらは単に言葉上のものでない。しかもなおそれらは用語によって乗り越える
ことができる性質のものである。というのはわれわれの推論はどれも，われわれが資本と
みなすものの正確な一覧表を示すことができるということに依存してはいないことが判明
するであろうからである。
現在のためよりはむしろ将来のために享楽を用意するという観念は，資本という用語の
すべての使用の根底にあるものである。そして将来のために備えるという特性には，いろ
いろの程度があり，明確な区分線を示すものではない。その難点の解決を捜らねばならな
いのだが，その解決の方針はあらゆる種類の富を，それらがどの程度までこの特性を持っ
ているかに従って分類することの中にありそうである。 ． 
フランス人の著述者は，いつも資本という言葉を広い意味において，時として現実には
富と同義に利用してきた。何人かのドイツ人著述者もまた，資本を生産的資本．と消費のた
めの資本に分類するM.セイの示唆を展開してきた。しかしかれらの提案は，価値がない
わけではないにしても，問題の根元には向っていないようにみえる。
本書では純所得という語句が，異なった場所で，いくつかの意味に用いられていること
を注意しておこう。どの場合でも「純」とは，その文脈のなかで述べられているものを控
除したあとに残るものを意味している。 (1881年8月）
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第 1編土地，労働および資本
_・ 第1章序論
§1. 「ルソーはかつて述べている。『われらが日々見ている事柄を正しく観察するために
は多くの哲学が必要である。そして毎日の社会生活上の出来事や慣習は実はそのようなも
のなのである。』習慣はあまりにも馴染み深いものであるがゆえに，なにか強烈で例外的な
ものが，われわれの注意をひかない限り，それらのものを正しく観察することができない。
「ごくつつましやかな人生をおくっている，たとえば村の大工を，例としてとりだし，
かれが社会に与えている種々の便益と，社会から受けとっている便益とを観察するなら，
両者の便益の間に大きな不釣合いがあることに驚かざるをえないであろう。
「この人は板を磨いたり，テーブルやたんすを作ることに一日の労働を使っている。そ
の労働と引き換えにかれは社会から一体何を受けとるのか。
「まずかれは朝起床すると，身づくろいをするが，かれ自身は服の素材の何かを作った
わけではない。それがいかに質素なものであれ，この服がかれの手中に収まるまでには．
大量の労働と，多くの天才的発明とが利用されたはずである。アメ9カ人が綿を作ったは
ずだし，ィンド人が染料を，英国人がウールとリンネルを，ブラジル人が獣皮をつくって
いるはずである。そしてこれらすべての素材は，それが加工され，紡がれ，織られ，染め
られる等々のために，いろいろの都市に輸送されねばならなかつたのである。
「かれは息子を学校に通わすが，そこで与えられる初歩的な教育であっても，何千とい
う知性の成果によっている。
「もしかれが旅行を企てるなら，かれは，時間と労力を省くために，他の人びとが土を
取りのけ，ならし，谷を埋め，山を削り，河の土手をつなぎ，蒸気力が人間の欲求をかな
えるように，行動していることにきづく。
• 「この人が社会から受けている利便と，かれが独力で手に入れることができたであろう
ものとの間には，測りがたい差があることに驚かぬものはいない。したがって社会機構は
極めて秀抜かつ強力なものである。というのも各人は，たとえかれの生活がまったくみす
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ぼらしいものであっても，独力では永年かかっても作りだしえないようなものを， H々 得
ているからである。
メカニズム
「その機構の研究が経済学 (PoliticalEconomy)の課題である％」
言葉を換えていえば，経済学は富の生産，分配および消費を研究するといえよう。経済
学は諸賃金，諸利潤そして地代の決定因をさぐる。経済学はこれら諸原因がどの程度まで‘
不変の自然法則によって固定され，またどの程度まで人間の努力によって変えうるかを研
究する。最後に，だからといって重要性が少ないというのではないが，経済学は労働者の＼
性格とかれの仕事の性質との間に存在する結びつきを研究する。 「人間はその考えによっ
て品性が決まる」，また労働によって労働者の性格がきまり，労働者によって，労働の質
がきまってくる。
ボデイ ポリテイーク
国民は「政治共同体」と呼ばれてきた。この旬が一般的に用いられてきた限りでは，人
々が「ポリテイカル」という言葉を使う時，全国民の利害を思いうかべた。そしてその時
であれば「ボリテイカル・エコノミー」は経済学の名称として充分ふさわしいものであっ
た。しかし今日では「政治的利害」は通常国民のある部分，あるいはいくつかの部分だけ
の利害を意味するのが普通である。それゆえ「ボリテイカル・エコノミー」という名称を
エコノミツクサイエンス エコノミツクス
廃止して，単に経済科学あるいはもっと簡単に経済学と言うのが，もっとも良いように思
える。
本書を産業経済学と名付けているのは，本書が雇用者と労働者双方をふくむ生産者の諸
問題を扱かっているからである。
銀行業外国貿易および金融に関する議論は，本書の続巻に廻されている。
§2. 経済学はひとつの科学である，なぜならそれは特定の一分野の諸事実を収集し，整
理し，さらにそれらについて推論するからである。科学は多くの同種の事実をひとまとめ
にし，それらが性質を同じくするある大きな画一性の特殊ケースであることを明らかにす
る。経済学はこの画一性を簡明な表現で，すなわち法則のかたちでいい表わす。
科学の法則は，ひとつのある結果が，ある一組の諸原因が存在するときには，生じるで
あろうことを述べる2¥
1) Bastiats'Harmonies of Political Economy. 
2)不都合なことには法という言葉はこの意味で用いられるとともにまた政府による命令
の意味にも用いられる。直接法で語り，そしてAがBの原因であると述べる法は，命
令法で語り，そして「これをやれ，あれをするな」と言う法とは，同じ性質のもので
はない。
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〔3)科学は異なった法則間の関連を検討し，それらのあるものは，他のものによって説
明され，あるいは他のものに包含されることをしばしば明らかにする。科学はこれらの諸
法則から推理し，諸法則を次第に複雑さを増す新しい事例へ適用し，それらが示唆する結
論をみつけだす。そののち科学は，その作業結果の正当性を証するために，これらの結論
がどの程度まで観察したものと合致しているかを研究する。もし必要とあらば，科学はも
との法則に立ち戻り，それらが事の本質をより正確に表わすものとするために訂正や修正
あるいは添加をおこなう。かくして科学は徐々により高い信頼度と正確度をもって，未来
の出来事を予想できるようになる丸
しかしこれがひとつの科学がなしうるすべてである。科学は人生の指針たることを要求
することはできないし，また諸事象の現実の動きのルールを規定することを要求するもの
でもない。それは1日時，術と呼びならわされていたものの仕事である。術はなんらかの重
要な実践的目的を考慮して，それを手に入れようと努力しているひとたちを指導する。第
1に通常，．術は事態の種々の条件を検討する。そして1回に1つをそれらから選び出し，
術はこの特定の条件に関連する問題に解答を与えることを固有の任務とする科学を捜しだ
し，この科学に当面の目的に直接かかわる問題を解くように要求する。多くの科学からそ
のような解答を収集し終ったのち，術はそれらを一緒にまとめ，そして言う。かくかくの
結果はしかじかの原因から生じるということをいくつかの科学が語っているゆえに，かく
かくの手段を採るのが最善である。この手段は，あらゆる事柄を考慮した場合，望ましい
目標まで，ないしはその近くまで，われわれわれを導びいてくれ，最大限の利益と最小限
の弊害をもたらすであろう，と。
このように鉄道技師は，鉄道建設の術に専念する人間である。そして鉄道が一都市から
他のもうひとつの都市へ敷設されることが決定されると，かれは地理学その他の科学を参
考にしつつ，どのルートを採用するかを決定する前にいくつかの限定された問題にたいす
る解答を得る。
3)初級者は〔〕でくくられた部分をすべてとばすこと。
4)科学が新しい法則を獲得する場合は，帰納的と呼ばれ，諸法則から推論し，それらの
相互関連を明らかにする場合は，演繹的と呼ばれる。科学の第3の仕事たる，証明は
いま述べた。経済学が帰納的科学か演繹的科学についてはひとつの論争があった。経
済学は両方である。その帰納は絶えず新しい演繹を示唆し，その演繹は絶えず新しい
帰納を示唆する。
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しかしながら二つの町を鉄道でつなぐことを決める政治家や財政家・は，言葉のさらにひ
ろい意味において，技術家である。というのはその人は鉄道建設に要する費用を考慮せね
ばならないだけではなく，鉄道がもたらす純利益やさらには多分間接的な政治的・社会的
・道徳的な影響をも考慮に入れなければならないからである。その過程で，かれは多くの
問合せを経済学に対してせねばならない。なぜならその学問が，特定の通商路の取引の増
＊ 
加を決定する法則や鉄道の建設・運営の費用を決定する法則を検討するからである。
したがって経済学はそれ独自では，現実的な生活事象の指針となりえない。とはいえ経
済学は政治家，事業家，慈善家から問われるにちがいない，多くの困難な問題に答えてゆ
く。経済学は人文ないし社会科学に分類されるべきである。なぜなら無生物については副
次的にしか取り扱わないからである。その主要目的は毎日の生活業務についている人間の
行動を規定している精神的・社会的法則や，他のものではなくその業務や職業を人々に求
めさせる動機やその業務が接触をもたらす他の人々に対するかれらの行動を規定する動機
を探究することである。経済学は人間の日々の生活業務を規定する諸原因，所得の支出の
しかた，さらに仕事がその人の性格に及ぼす影響を調査する。J
§3. 社会科学は自然科学よりゆるやかに進歩してきた。そのひとつの理由は，自然科学
においておおきな成果をあげた，諸事実の分類法や各分野を体系的に研究することが社会
科学に応用されはじめたのが，ごく最近になってからであることによる。しかし人々が社
会事実の個々の部門をそれ自体として研究するようになってきたので，社会科学もまた着
実な進歩をみせはじめている。
自然科学のどの歴史をみても，いろいろな自然現象のすべてをなにかひとつの原理で説
明しようと企てる限り，急速な進歩は不可能であったことが判明する。古代の人々はいつ
も宇宙を説明する新しい理論をてがけるのが常であったが，のちの人々はそれを放棄せね
ばならなかった。時代がすすむにつれて，人々は無機的な世界の研究を有機的なそれから
切り離し，化学の研究を工学のそれから切り離していかねばならないことを学んだ。かく
して人々がいっときには自然現象のひとつの領域に注意を集中し，注意深くかつ着実な作
業によって．，その法則を究めてゆくようになったとき，堅実な進展を示すことになった。
もちろんかれらは完璧に真理なる結果を得ることはめったになかった。しかし新しい成果
は常に，かれらが取り換えたものよりも，より真理に近く，したがって各世代は先人たち
よりもより有利な位置から出発し，かくして次第に，空想がおとぎ話や手品師に帰してい
たような，自然支配力をひとは獲得していった。
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同じ時期に，人文科学においては，自然科学以上に，ひとつの狭い研究領域に専心した
人が．みるべき進歩を示せなかったように思えるのも事実である。経済学者はしきたりや
習慣や法律の歴史について，また精神，道徳，法律，政治の学問の諸原理について，なに
がしかを知っておくべきである。かれは「人間の現在の経験を普逼的に妥当するものとみ
なしたり，人間性格の一時的・地域的局面を人間本性そのものと取り違えたり，人間精神
の驚ろくほどの）順応性を信頼しなかったり，またこの世は，自分の生きている時代や多分
自分の所属する国においてよく知っているものとは異なったタイプの人間を，産みだすこ
とができるという確実な証拠があるにもかかわらず，それが不可能だと思ってしまう誤り
を避けるべきである。このような狭隣さから脱するための唯一の手段は，自由な知性の訓
練だけである。そうでない人間はよき経済学者ではありえないであろう。社会諸現象は相
互に作用・反作用をおこなうので，それらを別々にしたのでは正しく理解することができ
ないが．しかしこのことは決して社会の物質的・産業的諸現象は役に立つような一般化を
許さないということを意味しない。ただこれらの一般命題は，文明の所与の一形態や社会
発展の所与の一段階にとって相対的なものたらざるを得ないことを示しているにすぎな
い」5)0
かくして経済学者は，ときおりかれが主として関心を寄せている福利の要因と他の諸要
因との関連を検討するために，立ち止まらなければならない。というのはそうすることに
よってのみ，自分のだした結論の現実的意義を確認することができ，どの方向にみずから
の研究を展開してゆくのがもっとも重要かを学ぶことができるからである。）
§4. このような経済学の説明は，以下の定義にまとめることができるだろう。
人間行動のうち，物的富の獲得に向っている部分，および人間福利のうち直接物的富
に依存している諸条件を経済的と呼ぶ。
経済学はさまざまな国と時代における経済的慣習と，福利の条件にかかわる事実を，
収集し，整理し，推理する。
§5. 経済学の主題は富である。ところでこの言葉の意味を確定するにはいくつかの困難
がある。
富は福利から区別されねばならない。
5) Mill, On Comte, pp. 81-83. 
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有益なもの，あるいは人を楽しませるもののすべては福利の要素である，たとえそれが
物的なものであれ，喜こびにたいする人間の資性であれ能力であれ，そうである。
しかしこれらの人間の資質のいくつかは富という用語の下にふくめてはならない。とは
いえ，この用語は市場で売買しうるもののみに限定されてはならない。なぜなら一国の富
を評価するさいには，誰でも馬車馬や奴隷が提供する労働力の市場価値をふくめるであろ
うから。そして自由人の労働を，ただそれが販売されず，それゆえに市場価格をもたない
という理由のみで排除するのは不合理であるようにみえる。
しかしわれわれは交換され得，市場で明確に価値づけられるようなものを適切に指し示
すなんらかの用語を求めている。そのような用語としては「物的富」がいいだろう。
それゆえ富は物的富と人間的あるいは非物的富からなるといいうるであろう。
物的富は誰かに帰属させうる，それゆえに交換されうる，楽しみの物的源からなる。
かくしてそれは単に商品（すなわちその所有が直接楽しみを与えうるもの）ばかりでな
く，商品生産に与って人間の手助けをするために作られ，あるいは専有されている機械や
その他のものをふくむ。
「人的」あるいは「非物的富」は，直接的に生産に携わる人間の作業能率を高め，し
たがってかれらの物的富の生産力を高める人間のエネルギー，能力，肉体的，精神的，
道徳的慣習からなる。
それゆえ技能，知性および誠実さは，一国の人的富にふくめることができよう。
その他の，持つことが有利である，あらゆる人間の能力や資性，さらにはその他のあ
らゆる享楽の源泉は，人間の福利の要素ではあるが，富という用語のうちにはふくめな
い。
したがって音楽を鑑賞したり，音楽から楽しみをひきだす能力は，福利の要素だが，そ
れは富とは呼ばない。なぜなら一般的に言えば，それは物的富の生産にあたっ-t,人間労
働を効率的にするものではないからである。
§6. 生産的という用語は，経済学者たちによって，多くの意味に用いられてきたし，
多くの誤解の原因ともなってきた。単に技術的用語として生産的という言葉を用いる場合
には，富の生産性を意味させるのがもっともよいように思える。
労働はそれが人的なものであれ物的なものであれ，富を生産する時，生産的である。
しかし疑義が生じるならば，生産される特定の物について説明が加えられるだろう。か
くして労働が「富について生産的」なのか，それともすぐ後に定義する用語を前もって使
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用するなら， 「資本について生産的」なのか，あるいは「賃金資本について生産的」なの
か等々について述べられるだろう。
生産的労働は，通常，非生産的なものから，明瞭に引かれた線によって，区分されうる
ものではない。聖職者は往々にして非生産的労働者として分類されるが，もしも道徳的影
響を及ぼすことにより，労働者をより謹厳，正直，勤勉にするなら，かれはそのかぎりで
人的富について生産的である。またある種のレクリエーションは労働者が最高の能率を発
揮するためには必要であるゆえに，音楽家が間接的に一国の富を増進させ，間接的に生産
的であることは充分ありうることである。
生産的という言葉はしばしば労働だけでなく，消費にも適用される。それは実際にはや
や不正確である，というのは生産するのは労働であり，消費は，それが生産的である労働
を扶養する以上には生産的であることを主張する権利はないからである。
*〔§7. 富は二つの異なった観点，すなわち個人的観点からと国家的銀点からみること
ができよう。個人にとっては，物的富は現にかれが所有する物的事物ばかりでなく，政府
ないし慣行によって認められている物的事物に対するすべての権利をもふくむ。それゆえ
通行権，特許権，抵当権，政府債，公・私企業の株式といったものをふくむ。他方その個
人が負うすべての負債が，所有する総額から控除されねばならないから，個人の富は負の
額を示すこともありぅる。個人の人的富は，産業上のかれの能力や気質，事業上の評判，
他人を知っていること，および通常はかれをして有利な取引やその他なんらかの方法で物
的利益を与えるすべてのものをふくむ。
国家的富は国家の個々の成員の富をふくむ。しかしそれを計算するさいには，国民の一
成員が他人に負っているいかなる負債も，一括して差引かねばならないだろう。他方国家
の対内的および対外的政治組織は，それが国内産業の自由と安全に影響を及ぼすかぎり，
考慮に入れられなければならない。そしてこれについてはなにがしかの疑義があることを
認めねばなるまいが，全体としては河川や海によって提供される交通路や恵まれた気候か
ら得られる生産上の利便といった，その国の自然資源のすべては，それが土地の価値のな
かに折り込まれていないかぎりで，算入するのがよいように思われる。
すべての富は有益である。すなわち富はなんらかの欲求を充足する力を有している。し
かしそれがいかに有益であっても，もしその事物が欲求されるままにいかなる努力もなく
手に入れられるものであるなら，それらはまった＜交換価値をもたない。このことを根拠
に，これらのものを富を構成する事物のリストから省くべきかどうかについては，いくつ
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もの論争があったが，そういった問題は科学的目的のためにとっても，あるいは実践上も
なんら重要性をもたないようだ。〕
第2章生産諸要因
§1. 富を生産するさい，人間は自然が供する事物に働きかける。自然の人間への賜物
のは，第1に，鉄，石，木などの物質であり，第2に，風力，太陽熱のような他のあらゆ
る力の源となるような自然力である。
人手がなしうるのは，せいぜい事物を動かすことである。たとえば大工は，厚板を手に
とり，それを切断し，それを箱の形に組みたてる。言葉の厳密な意味において，かれはつ
くったり，創造したりすることはなく，ただ配合する。「もしも人間の自然に対する＊働き
かけといわれるどの場合であっても検討してみるなら」それは単に「諸事物をその内在カ
か他の自然対象のうちにある力の作用を受けるように適当な場所に置くこと」だけを意味
する••…•。人間はただある事物をあるものから他のものへ，あるいは他のものから移動さ
せているだけである。人間は種を地中に移す。すると植物の自然力が順次，根，幹，葉花
そして実を産みだす。人間は火の粉を燃料に移動する。すると引火し，燃焼によって生じ
る力によって，人間がそこへあらかじめ移動させておいた，食物を料理し，鉄を溶解しモ
ルトや糖液をビールや砂糖にかえる。人間は物を動かす以外の働きかけの手段を持ちあ
わせていない。人間の筋肉はただ運動と運動にたいする抵抗のためにのみつくられてい
る」6)。
したがって生産は創造を意味せず，ただ再編成だけを意味するがゆえに，ある人々が考
えていたように，財の運送・販売にかかわる者たちの仕事は生産的ではありえないと想定
することは誤りである。箱をつくる大工は，利用価値がほとんどない配列状態の板切れを
いくつかとり出し，それを利用価値の高い状態へ組みかえる。また同様に運送屋や取引人
は，箱をそれがつくられた工場やそれがほとんど役立たないところから取り出し，購買者
に引渡す。運送人や取引業者は，箱の形について大きな変化を加えるわけではないという
のは確かだが，生産的でないわけではない。なぜならかれらは大工と同様，自然によって
与えられたものを，人間にとってより有用なものに変えることに貢献しているからであ
る。
6) J. s. ミル「経済学原理」第1編，第1章， §2. 
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§2. 文明の進歩とともに，肉体労働にたいする精神的労働の相対的重要性が変化して
ゆく。年々精神労働はより重要なものになってゆき，肉体労働は重要性が低下してゆく。
新しい機械の発明があるごとに，筋肉や畜力による作業は自然力に置きかえられる。現在
人間が所有している不完全な機械をもってしても， 1ボンドの石炭は 100ボンドのものを
12,000フィートの高さに持ちあげるだろう。そして1人の人間の1日の作業は，たとえそ
の人間を単なる作業機械に仕立てて，人間生活の代りに，押したり引いたり，切ったり叩
いたりの能力を精一杯身につけさせたとしても，この水準を越すことはできない。通常の
潮の干満を利用すれば，一平方マイルの集水池を出入りする水量でもって，たとぇ機械の
不備のためその力の4分の3が浪費されるとしても，一日で10万人の人間の筋肉と同じだ
けの作業をこなせるであろう。
§3. 生産要因はかくして自然力と人力である。人力はそれが自然力に逆うよりも，管
理・制御するように適用される時に，通常はもっとも効率的となる。そして一国の富は，
自然力と人力が富の生産にさいし共働するその方法に依存している。
最初に一国の富が自然の賜物に依存している場合を見てみよう。この場合の富は，肥沃
な土地や豊富な鉱山という自然の賜物からだけなるのではなく，それらの賜物の配置が便
利であることからもなる。鉄道の発明以前においては，河や海による便利な交通手段をも
たないかぎり，ー地域の商業の繁栄はありえない。鉄鉱山は，もし附近に石炭が産出しな
いのなら相対的にその価値は低い。世界における英国の現在の地位は，炭鉱や鉄鉱山を所
有していることだけではなく，炭鉱や鉄鉱山が近接しているという事実に大きくよってい
る。
何世代にもわたって人間は自然の外面に働きかけ，その賜物を改善し，あるいは浪費し
ている。オランダ人の忍耐づよい勤勉さが砂地の土地を肥沃な牧草地に変えてきた。一方
では南部アメリカの奴隷保有の綿花栽培者は，世界でもっとも豊かな地域の一部を荒野に
変えてしまった。
§4. つぎに生産における人間労働の効率について考察するなら，その効率が依存して
いる条件を， i) 肉体的強健と活力， i)知識と精神的能力， ii)道徳的資質，に区分す
ることができよう。
第1に人間の肉体的強健さと活力について考える。
人間が自然の様相を変えてゆく一方で，自然は絶えず人間の資質を変えてゆく。健康的
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で爽快な天候は，自然が与える賜物のうちもっとも重要なもののひとつである。過酷な暑
さは人間を消耗させ，熱帯の諸国では，自然が惜しみなく与える果実をあてにして無為に
生活してもよいという誘惑に簡単に耳を貸すことになる。多くの所では，それが温帯地方
であれ，労働は夏の極暑の時期には，ほとんどまったく中断される。そしてアメリカのい
くつかの地域では，人々は“極暑期間”に休暇をとることを慣例としているばかりか，冬
の極寒の時間には大工仕事のような屋外労働もできない。英国は幸運にも，ほとんど年中
屋外で人々が活発に働くことができる気候に恵まれている。そしてこれによって育くまれ
た精力的で堅固な労働慣習が英国の偉大さに大きく貢献している。
人間の肉体的強健さや活力は，もちろん部分的には遺伝的な民族性に依存している。し
かし一民族の気質は，生活，食事，清潔，家屋等の慣習の変化によって著しく変るという
ことを現代科学は示している。かくして一民族の肉体的活気は，部分的にはその富に依存
している。持てるものには与えられる。
一国の労働者の平均的能力は，単に壮年労働者の能率に依存するだけでなく，また労働
者が実際に能率的である年限にも依存することは忘れてはならない。物質的富にとってさ
ぇ，人間は適度な活動力をもって60歳にいたるまで働く方が，過労のため40歳で老人とな
るより望ましい。
§5. 次に知識と精神的能力について考えてみる。
自然力を統御・管理するために要求される技能と知性は，未開民族が自然と闘争する粗
野な強さに比して，その重要性がますます大きくなっていることはすでに指摘されてきて
いる。事実ある特定の職業のための専門的訓練とともに，広い教養教育が，年々労働者に
とってもますます必要となってきている。なにがしかの知的努力を必要としない仕事はほ
とんどない。農業においても機械が導入され，その管理には多くの技能と知性が要求され
る。
人間は，現実に要求されるもの以上を知っている場合の方が，技能を必要としない仕事
をより一層うまくやりとげる。教育は，人間がどのような命令を受けても，それをすぐ理
解させる。もしも機械が故障したり，かれの仕事の計画がどこかまちがった方向に向った
りした時，かれはただちにものごとを修正し，それによって大きな損失を防ぐことができ
る。このような方法やまたその他の方法により，労働者の知性が増大してゆけばゆくほど，
雇用者やそのスタッフに要求される監督業務は少なくなる。そして文明の進歩とともに，
より一層の進歩のためには労働者階級への教育の普及が前提となってくる。
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この教育は，教養教育と技術教育に分類することができるだろう。ミルが述べているよ
うに， 「大衆のためのあらゆる知的訓練の目的は，コモン・センスを磨き，周りの環境に
対して適切な実践的判断を下すように資質を高めることである。知的部門に，これ以外に
いかなることがつけ加えられようとも，それらは付随的なことである。この目的は教育が
守らなければならない不可欠の基本課題である。人々に良識をひろめ，自分の行動を判断
できる能力を身につけた人々を育てる教育は，たとえ直接の説得がなんらなくとも，あら
ゆる類の不節制やふしだらを不名誉なものと考える世論を育ててゆくにちがいない」。
教養教育はしたがって人間が通常の人生上の問題について知的な意見を持つことを，そ
してまた新しい緊急問題に相遇するさいの臨機のオを養うことを目的とせねばならない。
技術教育は人間がたずさわる特殊業務の手順や機械を理解させることを目的とすべきで
ある。技術教育は職業領域においておこるすべての事柄の理由を理解するのに役立つべき
であり，またそれゆえに生産の新しい機械や新しい方法にみずからを適応させてゆくこと
を可能にするのに役立つべきである。そして技術教育は人間の手先の訓練をも必要とす
る。この技術教育は学校で教えはじめるべきであるが，多くの職業分野で要求される教育
の大部分は職場でのみ修得できるものである。
§6. 道徳的資質についてつぎに考察しよう。
誠実さと相互信頼は，富を増大させるための不可欠の条件である。 「富が豊富に蓄わえ
られているところには，かならず大きな道徳的自制心をもち，多かれ少なかれ正しい道徳
律をもった人々が住んでいる。また干草を山のように積んだ前庭や，計画的に良く耕やさ
れた畑や，織物機やっちの響きをあちこちで見聞ききできる土地は，殉教者や英雄がでて
くる素地がまったくないことを示すなによりの証拠である。多くの商・工業に熟練し，品
物を安く立派につくっている， 勤勉な人々の資質については上等な名前は与えられない
かもしれないが， それらの人々を際立たせたものは忍耐， 節制， 忠実， そして正直であ
る」7)0 
一国民の性格はその国民の母たちのそれ，すなわち母たちの意志，礼節，誠実に主とし
て依存する。労働者が正直，信頼性，潔癖，細心，活動性，誠実，敬意，自蒋心を身につ
けねばならないのは，子供時代しかも家庭においてである。
最後に産業は， ミルが述べているように，政府によって，また政府から保護されないか
7) Macdonell, Survey of Political Economy. 
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ぎり自由と効率を十全に発揮することができない。
以上で土地と労働が生産要件のうちの2つであることをみてきた。第3の要件は資本で
ある。
＊ 
第3章資 本
§L 未開状態においては，人間はただ当面の欲望を充足することだけを習える。文明
化された状態においては，人間は多くの労働を道路，建物，道具，物質等々，将来に役立
つものを準備するために利用する。人間は自分の労働生産物のすべてから当面の享楽を求
めることを控え，その一部を将来の労働に役立つ物をつくるために利用する。これらの生
産に必要なものを資本とよぶ。
資本は富のうち追加的富を獲得するために向けられる部分である。
最初に個人の観点から考えると，資本はその個人の富のうち所得の源泉として利用が予
定されている部分である。 「予定する」とか向けると言うのは，ある物が資本であるかな
いかは，その所有者がそれをどのように使用するつもりかを知ることなくしては，常にか
ならずしも言うことができないからである。だから燕麦は，もしそれが馬車馬に与えられ
るものであるなら，資本であり，競争馬用のものであるなら，資本ではない。また多くの
物は時に事業用に，すなわち資本として利用され，時に楽しみのために，すなわち資本と
．してではなく利用される。フランス人小農民の2輪車は資本として畑で使用されるが，休
日の遠出のために農夫と家族を運ぶときには，資本として使用されているのではない。さ
らに医者の馬と馬車はどの程度まで営業用の資本と考えるべきかについてはかならずしも
明瞭ではない。
「この概念に習熟するために，ある国の生産的産業を構成する事業のどこかの分野に投
資された資本によってどのようなことが行われるかを考察してみよう。たとえばある工場
主は，資本の一部を，製造のために適し，そのために予定した建物の形態で所有している。
製造業者はさらに他の資本を機械の形態で所有する。第3の部分は，もしかれが紡績業者
であるなら，原綿，亜麻あるいは羊毛からなり，織物業ならば，麻糸や毛糸，絹糸，綿糸
からなっているようにその業種の性格に応じている。従業員用の食糧品や衣料は，現行で
は業主が直接提供せねばならないものではない。そして食品や衣料の生産者でないかぎり
資本の一部をこういった形態で所有する資本家はほとんど存在しない。その代りに，どの
資本家も現金を保有し，それを従業員に支払い，従業員はそれで食料等を調達できる。資
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本家はまた倉庫に完成財を保有しており，それを販売することによりさらに現金を手に入
れるが，これらは原料ストックを補給し，建物や機械を修善し，また摩耗したときに買い
換え，また同様に人を雇用するために用いられる。しかしながら資本家が所有する現金や
完成財のすべてが資本であるわけではない。というのは資本家はこれらのものを上に述べ
た用途にすべて利用するのではないからである。資本家は現金の一部や在庫品の売上金
で，自分自身や家族の消費をまかない，馬丁や従者を雇い，猟馬や猟犬を飼い，また子供
の養育や税支払いや慈善をする，それでは一体何が資本家の資本であるのか。明らかなこ
とは，それが何であれ，かれの所有物のうち新しい生産を遂行するための資金となる部分
であるり。」＊
かくして生産的に利用される意図をもっていない贅沢品や他の物は，それらのものがそ
の販売や貸出しによって所得を得る取引業者の手中にある場合は，私的資本であり，個人
消費者の手の中にある場合は，そうではない。
しかし第2に資本は，国家的観点からすれば，国富のうち生産的に用いることが予定さ
れている部分であろう。その額を見積もるさいには，財が取引業者の手中にあるのかある
いは消費者の手中にあるのかを確認する必要はないし，また各人がどれだけの資本を貨幣
の形態で自由に使えるものとして所有しているのか，あるいは貨幣に代るなんらかの形態
でもっているのかを問う必要はない（ただし実際には他の諸国との通商関係を考慮せねば
ならない場合を除く）。物的および人的な国富のうちどれだけがより一層の富を生産する
ために利用されようーとしているかだけを考えればよい。この富の総計が国家資本を構成す
る。
普逼的ではないが通常のイギリスの用法に従うならば一国の土地と水力は，国の資本に
は算入しない，なぜならそれらは人間によって作られたものではないからである。しかし
•これらを除くことをつづけるのがいいのかどうかについては疑問である。
§2. 資本は大部分＊が労働と節欲の産物である。資本は蓄積される。 しかしまた資本
は利用されるものでもある。
ある種の富が退蔵され，退蔵されるままで利用されることがないのは事実である。しか
し退蔵は文明諸国では時代遅れのものとなっている。英国人は，資本を蓄積する場合，そ
れを自分のために利用しようとするか，ないしは他人の利用に供するため貸し出そうとす
8) Mill, 『原理』， Bk.I, Ch. iv, §1. 
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る。そして利用される資本はほとんど常に消耗する。しかし再生産されるように消耗され
る。すなわち資本は生産的に消耗される。
このような，実際には蓄積されている，生産的支出のよい例を偉大なプリッジウォータ.... 
公爵の生涯のうちにみることができる。当時のイギリスの諸産業は財を国内の一地方から
他の地方へ運送する費用が非常にかさむことで難渋していた。マンチェスターヘ通じる道
路はどれも荷車が通行できなかった。石炭，穀物，布地その他のものは夏期に馬の背にの
せて運送された。しかし冬期，道が悪路の時は，マンチェスターはまるで敵に包囲された
町のようであった。公爵は一方でマンチェスターの工業を石炭産出地とつなぎ，他方でリ
ヴァプールの海と結ぶ運河の建設という大胆な構想を抱いた。公爵はかれの富と精力のす
べてを，この事業に投じた。公爵は質素な生活をし，技師であるブラインドレイと丸太作
りのあばら家で計画を練りつづけた。そして公爵は富をぜいたくな生活に使ったときに得
られたであろうよりはるかに大きな喜こびを事業による刺激から感じた。公爵は莫大な富
を子孫に遺したが，それを蓄えることにより多くの労働者に雇用の機会を提供した。その
運河は母国の繁栄の因であり，何千もの入々に雇用を与えつづけている。 ． 
非生産的に消費されるような物をつくるために利用される資本でも確かにその過程では
労働者を養うけれども，引きつづき労働を扶養しかつ補助する資本の新供給を産みださな
い。レースをつくったり，庭園の整地のために人を雇う者は，労働者が働いている間は，
それらの者を養うけれども，この扶養手段はそれで尽きてしまう。これにたいして資本を
炭鉱に投資する人は，その期間炭鉱労働者を益するばかりでなく，つづけて資本として利
用することのできる石炭の貯えにも役立つ。その者の支出は労働者を扶養したり，補助す
る物の量を増加させるという副次効果をもっている。
§3. ここでバスチィアーのいう，可視的な行為の結果と，非可視的な行為の結果との. . . . . .... 
区分について考察してみよう。二人の道楽者が財産を浪費しているとき，周りの者は，道
楽者が料理人や従者や馬丁に雇用機会をいかに与えているかを容易にみることができる。
しかし人が金を貯め，それをたとえば運河や鉄道に投資している場合，かれの富が現在，
カ仕事をする者や他の労働者を雇っており，将来の世代にも職を提供しつづけるというこ
とを見るのは容易ではない。かれの富は支出されているけれど，自分のために支出されて
いるのではないので，周りの者は富が支出されているのかどうかを見ることがない。また
支出の将来の効果として労働者の雇用機会を増やしているけれども，この効果も現にみる
ことはない。しかしその効果は予見することはできよう。 「経済の分野における，ひとつ
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の行為，ひとつの慣行．ひとつの制度，ひとつの法はただひとつの結果を生みだすにとど
まらず一連の結果をもたらす。これらの諸結果のうち最初のものはただ直接的なものであ
る。それはその原因と同時に発生する。それは可視的である。他の諸結果は順次あらわれ．．．．．．．．． 
る。それらは非可視的である。それが予見できればいい方である。良き経済学者と駄目な. . . . . . . . . . . . ..... 
経済学者との差異のすべてはこの点にある。一方はただ目に見える効果だけを考慮に入れ
るが，他方は可視的効果とともに予見すべきものをも考慮に入れている。さてこの差異は
大きい。というのは直接的効果が望ましいが，究極の結果は破滅的であったり，その逆で
ある場合がしばしば生じるからである。人類はその初めにおいて無知に支配されているた
め，行為は最初の結果．すなわち最初に見ることのできる結果だけによって決められる。
人類は他のものも考慮せねばならないことを，極めて徐々にしか学ばない。人類はこの教
訓を，経験と洞察との二つのまったく違う師から学ばねばならない。経験は効果的に教え
るが暴力的である。経験はひとつの行為の結果を，人間に直かに感じさせることによって
教える。人間は自分を火の中に置けばやけどをするを知るだけでは済まない。この乱暴な
教師を出来ることなら，もっとやさしい教師に置きかえたいものである。それが洞察であ
る。この目的のために，いろいろの経済現象の効果を，可視的効果と非可視的効果を相互
に対比することにより，検討してみる。」バスチィアーがつづけて示しているように， 多
くの非可視的な人間の行為結果が，経済原則の助けによって予見しうるのである。
この原則のもっとも重要なもののひとつは，「労働は資本によって制約される」9), とい
う表現で示されてきた。しかしこうあらわした場合，しばしば誤解されている。これは次
のことを意味している。すなわち，
労働は資本による扶養と資本からの補助を必要としている。ある地域での労働需要は
長期的にはその地域への資本供給の増加をもたらすなんらかの企て以外によっては，増
やすことができない。
〔もし魔法使いの杖によって，労働能率が二倍になり，他方一国の物的資本にして変化
インダストリー
9) 「労働は資本に制約される」という文章は， ミルの4つの「資本に関する基本命題」
の第1のものである。ミルの第4の命題は，同じ真理の他の側面を示している。それ
は「商品にたいする需要」 （それらが通常そうであるように完成品に仕上げられての
ちになされる商品にたいする支払い）は「労働の需要ではない」 （通常なされている
ように，前もって労働になされる支払い）ミルの第2の命題は同じような趣旨をも
つ。それは「資本は貯蓄の結果である」というものである。これとミルの第3の命題
「資本は消費される」については，すでに説明した。
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なしとすれば，労働の実質賃金，すなわち労働者が賃金で購入することのできる必需品，便
宜品およびぜいた＜品の量はただちに大幅に上昇するであろう。すでに存在している資本
の貯えは，そのようなことが起らなかった場合に比して，より速かに労働者たちに分配さ
れ，また増加した作業能率は速かに減少した貯えを補充するであろう。実際には労働能率
の向上は資本供給の増加をもたらすであろうというのは事実である。 「労働は資本に制約
される」，という命題の歪められた解釈は多くの誤りの原因になっている＂％〕
§4. さてこの命題からでてくるいくつかの結論を眺めてみよう。第1に，
物の破壊は産業にとって有利なことではない。
たとえば，すぐにすり切れてしまう素材から衣服を作らせることは，．産業にとって有利
なことではない。というのは人々がもしも新しい衣服を買うために財産を支出しなければ
人々は他の方途で労働雇用をもたらすように支出するであろう。服装業者は貧しい入々の
ために新しい衣類を注文することによって，同じ量の新しい衣類をかれら自身のために注
文することと同じ利益を得るであろう。しかしもしも衣服の需要がとつぜん減少すれば，
服飾業者は新しい職業を捜すことを余儀なくさせられるだろう。このことは失業している
者たちに職を与えることはいいことかどうかという問題に人々を直面させる。仕事がなく
なるという事態が一時的なものであれば，困っている人々に仕事を与えて救うことはいい
ことであろう。なぜならこの救済法は自尊心を傷つけないからである。しかしながら，ぁ
る業種の危機が単に一時的なものではないのなら，その業種から去らないように説得する
ことは，本当の親切とはいえない。手織機が結局は力織機に席を譲らねばならないことが
はっきりしたのちも，手織業を支援しようとする人々は，大きな誤りを犯した。手織業者
．の悲惨な賃金を補充するために貧困手当を支給するよりも，かれらが他の職で稼げるよう
に援助した方が，より良かったであろう。
しかし産業にとって貨幣を虚飾のための服装に支出したり，服型を急速に変えたりする
ことはよくないことであるが，一方上手に服装を着こなす者は，一国の富に対してではな
いにしても，一国の福利に貢献するというのは真理である。不必要な支出を避けて精練さ
れた楽しみの手段を提供する者は，誰でも社会に貢献している。ある人が素睛しい絵画を
買うなら，その人は富の最善の目的のひとつに貢献する。同様に真に芸術的なドレスは，
10)これらは主に「賃金基金説」と呼ばれてきたものの種々の形態のうちに現われてい
る。第3編第6章参照。
52 
A. マーシャルの「産業経済学」（橋本） 53 
画家がそうであるように趣好の育成をしている。女性が財産を誇示するために高価な品や
刺繍をほどこしたものを沢山持ち歩くことが馬鹿々々しく思われる時代が来るだろう。同
じように画家が絵に使用する絵具に払った価格を宣伝するようなことも俗悪と思われるよ
うになるだろう。
贅沢品になにがしか馴じむということは，進歩のひとつの必要条件のようであることに
気付くこともあろう。多くの国民は，外国の高級品を手に入れたいという願望から，怠惰
な状態から抜け出し，それがその国民に力を発揮させた。しかし贅沢品消費の増加は，•い
つでもそれが富の生産のためのエネルギーの増加をもたらすものでないかぎり，貯蓄を減
らし，富の蓄積を喰い止める。
§5. 労働雇用は一般に，資本供給を増加させることのない人為的方法によっては増や
すことはできない，というのは基本的真理であるが，これは次のことを示している。
国産品のあるものにたいする人為的な需要喚起のために，商品が自由に国内に入って
くるのを防止することは，長期的には産業にとって利益とはならない。
バスチイアーは，太陽光線が入ってくるあらゆる窓や穴を閉鎖することを命ずる法律の
制定を当局に陳情するろうそく製造者の話をとりあげている。これは人工的光線にたいす
る需要を増加し，その製造家たちは大いに鼓舞されることにはなるだろう。またかれらが
繁盛することにより，製造業者たちは他の産業によって製造された財を購入することがで
きるだろう。ならばこの計画は産業活動全体に利益をもたらすことになるだろう。
確かに政府はかくすることにより，多くの産業に雇用機会を提供できた。可視的効果で｀
は有益であろう。しかしろうそく製造業者たちは，自分たちの産業に投入された資本があ
る他の産業，たとえばかなりの労働雇用を与えつづけていた穀物生産家から削除されなけ
ればならないことを，そしてまた，この穀物生産家たちはろうそく製造業者たちが購入し
ようとしたものと同じものを，他の産業から購入したことであろう，ことを予見しなかっ
た。したがって政府は労働の雇用を増やしたことにはならないだろう。やったことといえ
ば，要望のあった穀物の代りに，要望されていなかったろうそくを製造するための雇用量
を増やしただけであろう。
バスチィアーはこの話を，フランス政府を諭すために書いた。フランス政府はしばしば
国内産業に補助金を出すために輸入製品に重い関税を課し，それによって国内産業は「沢
山の高煙突」を所有することになった。そのような産業に投資された資本は，国内に存在
していた資本を増やしたことにならないことを政府は見極めていなかった。資本が他の産
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業の犠牲のもとにこれらの産業に人為的に取り入れられたことに気付かなかった。経済学
の実践的な結論のうちもっとも重要なものの多くが，次の命題のなかにふくまれているこ
とに気付くであろう。
それがなんであれ，人々がもっともなる価値があると考えていることを実行すること
を阻止する諸規制は，それが政府によるものであれ，専門家や労働組合によってなされ
るものであれ，全体としては国を利することはできない。
§6. 労働は資本から扶養と補助を要求する。労働を扶養する資本と，労働を補助する
資本とを分けて，別の名称を与えるのは都合がよい。
報酬資本ないし賃金資本は，労働を扶養する食糧，衣服，住居等からなっている。
補助資本は労働を補助する資本である。それは道具，機械，工場，その他産業目的の
ために使用される建物，鉄道，運河，道路，船舶等さらに原料からなる。報酬資本から
補助資本への急速な転換は一時的に労働者に損害を与えるだろう。
大量の労働と資本が農業から鉄道や蒸気機関製作に振り向けられた場合を想定してみよ
う。穀物が育っている間に農場労働者を養なっていたであろう穀物が，いまや農場を去っ
て，鉄道や機械工場に働きに行った同じ労働者の何人かを養う。その年の終りには，そう
いうことがなかった場合に比して，より多くの鉄道と蒸気機関が， しかしより僅かの穀物
が存在していることになろう。そしてその結果，労働者は当面わずかの食料供給しか得な
いであろう。しかしこの損失は一時的なものにすぎないであろう。
「鉄道熱狂」時代には，資本は大規模に鉄道に投下され，国の通常のビジネスを遂行す
るために十分な資本が残されていなかったし，また1847年の鉄道パニックは事態を大変悪
化させた。しかし結局は，鉄道は賃金がそれに依存している，国の一般的富を増加させる
ことにより，英国の労働階級に大きな利益をもたらした。今日ではこの国の資本のうち，
年間，新鉄道建設にさかれる額は，鉄道がこの国の報酬資本につけ加える額に比較する
なら，わずかのものである。
§7. この報酬資本と補助資本との区別は，流動資本と固定資本との間でなされるべき
区別と密接に結びついている。
「それが使用される生産において，一度の使用によってその役割のすべてを果す資本
を流動資本という。」
「なんらかの耐久性を備え，その耐久期間にわたって収益をもたらす資本を固定資本
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という。」11)
これらの用語は，時としてあたかもそれらが報酬資本および補助資本と取り換えること
ができるかのように使用されてきた。しかし農場労働者が無料で借りていた小屋は，報酬
資本であるが，流動資本ではない。また原料は流動資本だが，報酬資本ではない。
さて次に固定資本と流動資本との間の区分の重要性をみてみよう。さらにまた第3の区
分の重要性についてみよう。この第3の区分についても上の二つの用語が時として用いら
れているが，そのためには別の用語が必要なように思える。
資本があるひとつの産業で使用されようとしていた場合，それを他の産業へ転用するに
さいしてはなんらかの困難が存在する。もしこの困難が大きければ，その資本は特化され
ており，もしその困難が大きなものでなければ，資本は非ー特化されている12)。
この二種の資本の間には，明確な一線をひくことはできない。労働者の食糧と衣服，多
くの道具および木材や金属といった原料は，非ー特化である。なぜならそれらは多くの異
なった方途で使用できるからである。しかし農場労働者の小屋をふくむ，農業用の施設は
その本来の用途以外に使われることはそう多くない。したがってまた鉄道， ドック，鉄工
場やさらに印刷機や刈取り機は特化資本とみなせるだろう。しかしそのような機械を特化
資本と呼ぶか，非ー特化資本と呼ぶべきかは，しばしば決定しにくい。蒸気エンジンと
「オーバー・ヘッド・ギアー」を備えた工場は，特化資本と呼ばれることはめったにな
い。なぜならその工場は繊維，軽金属，木材産業の多くの領域に，ほとんど等しく利用で
きるであろうからである。
§8. ほとんどすべての人的富は，人的資本であるかあるいはそういってよいものであ
、ろう。アダム・スミスが述べているように一「あらゆる有用な能力を身につけるために
は，その習得者は教育・研究または徒弟の間，扶養されることにより，つねに現実の経費
がかかるが，それは，いわばその人間のうちに固定され実現している資本である。このよ
うな才能は，それがこの人の財産の一部をなしているのと同じように，この人が属してい
る社会の財産の一部をもなしている。職人の改善された技巧は，労働を促進したり短縮し
たりする機械または職業上の用具と同一視してさしつかえないものであって，なるほどそ
れには一定の経費がかかるけれども， この経費は利潤とともに払いもどされるものであ
る。」
11) Mill, 第1編第6章．
12)ジエボンズの「経済学理論Jpp. 232-234と比較せよ。
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第 4章収穫逓減の法則
§1. 生産の必要条件は土地，労働および資本に分類することができるという点につい
ては，すでにみたとおりである。いまや土地の肥沃度の法則，人口増加の法則および資本
成長の法則を探求せねばならない。後二者の法則は第1のものに基づいているが，それは
収穫逓減法則の名称で通っている。
この名称の意味を例示によって説明しよう。まずこの法則は，土地は肥沃だが人口が極
めて僅少であるすべての新開国では適応されないことが判明するだろう。しかしある地方
で一平方マイルあたり20人の農業労働者が存在し，小麦の生育期間に 2,000クオーターの
収穫，すなわち 1人あたり 100クオーターの率で収穫をあげるものと仮定してみよう。とこ
ろで人口が増加し一平方マイルに30人の農業労働者が存在するとしたら，もちろん生産量
は増加するであろうが、同じ比率の増加はみられないであろう。多分生産量はいまや2,600
クオーターであろう。その結果追加の10人の労働者の労働に帰せられる量は600クオータ
ーとなり，それは1人あたり60クオーターの比率になる。さてまたまた人口増加があり，
一平方マイルに35人の農業労働者が存在するとしよう。多分生産量は今回は 2,850クオー
ターとなり，最後の5人の労働者の労働に帰せられる量は 250クオー ター ， 1人あたりの
率では50クオーターである。
各々の追加的労働者の労働に帰せられる，穀物収穫量の増加分が，その追加労働に帰せ
られる収穫であろう。そしてこの場合であれば，土地に雇用される人間の数が多ければ多
いほど，追加された人間の労働に帰せられるべき収穫は少なくなる。この結果が収穫逓減
の法則の意味を説明している。
§2. しかしここまでは，土地の耕作には労働者の骨折りとともに農場主の資本が必要
であるという事実を考慮していなかった。事実，事態を農場主の観点からみるのがもっと
もよい。というのは通常は農場主が労働者の賃金を前払いし，生産物は農場主の資本すな
わち道具，種，畜獣等の形態による補助資本および労働者の賃金となる報酬資本によるも
のとみなしうるからである。
先の例は農場主が追加労働者を農場におくり，その結果生産物の増加が労働者の労働に
よっていること，すなわち収穫が労働によることを示している。さて農場主は士地に加え
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る資本を，一組〔等量の組合せ…訳注〕 13)づつ増加させると想定しよう。かくするなら増
加は各々の一組によることが判明するが，それを一組による収穫と呼ぽう。例えば1方途....... 
あるいは他の方途に，各1ボンドのものを4組， 1エーカーの土地に投入することにより
農場主が小麦20ブッシェルの収穫を，すなわち資本一組あたり 5プッシェルの割合で，ぁ
げたと仮定しよう。もしも農場主が1ボンドのもの5組目を 1エーカーに投じるなら，そ
れが追加の肥料の形態であれ追加のすきの形態であれあるいはそうでないものであれ，生
産量はもちろん増加しようが， 5プッシェルには到らないであろう。多分農場主はいまや
各エーカーあたり24プッシェルを得ることになり，資本の5組目による収穫は4ブッシェ
ルになるだろう。もし農場主が資本の6組目を使うなら， 6ボンドの支出によってエーカ
ーあたり27ブッシュルを得ることになり， 6組目による収穫は3プッシュルとなり，この
量では多分支出を埋め合すことにならないであろう。もしそうならば，農場主はエーカー
あたり 5ボンド以上は投入しないであろう。
§3. かくして全英国の農場主の経験が示すところによれば，土地がすでに充分に耕作
されている場合には，追加的な資本投入は，収穫において比例的増加以下のものしかもた
らさない。これを資本の追加投入は逓減した収穫をうるということにしよう。
そこで収穫逓減法則を以下のごとくに述べることができよう。
土地の耕作に利用された資本蓋（あるいはより一般的には，努力量）の増加は，一般
には収穫される生産彙において比例以下の増分をもたらす14)。*
13)この用語 (Dose) はジェームス・ミルによって土地に加えられた等量の資本を示す
ために用いられた。
ドウズ
14)ある一定量〔の資本〕が所与の土地面積に投入されたのちにおいて，追加的な〔資
本〕量各一組に帰せられる収穫は，それ以前の投入最に帰せられる収穫よりも少ない
であろうという内容は図形によって説明することができる。
p 
(1) 
0 ABCI)E 
?
X ?
(2) 
X 
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しかしこの法則は2つの条件にしたがう。すなわちひとつは農業技術の進歩に関連する
ものであり，しいまひとつはごくわずかの資本しか土地に投入されていない新開国の特殊状
況に関連するものである。これらを別々に検討してみよう。
§4. 最初に，農業技術の進歩にかかわるものにつ＇いてみてみよう。新しい耕作法が，
時とおり発見され，新しい輪作法，新しい排水法が発見される。科学は牛馬の飼育や異な
った士壌へ異なった肥料を投入することを教示する。農作業を軽減する機械，除草機，草
刈機，刈取機，さらに蒸気すき，蒸気脱穀機，わら切り機が発明されている。一方で，農
場主や労働者の教育やエネルギーが増加している。新しい発明や方法についての知識は，
ドウズ
線 Oxを等しい部分に分割し，各部分は等量の資本の組合せを示すものとし， かつ
それぞれを OA,AB, BC, 等々と呼ぶことにし，各追加量は Oxに対し垂直な長
方形によって示され， Ox上の分割に等しい幅をもつ収穫をもたらすとしよう。
そしてもし OEによって表わされる5組の各資本が投入されたとき，収穫は図形
OPQEによって示される。収穫逓減法則は，一定量の資本が投入されたのち，対応
する長方形がより短いことを示している。
しかし収穫逓減法則は，この減少があらゆる場合において直ちに始まることを示し
てはいない。図(2)に示されるように最初の数単位の収穫は小さく，後の投入量による
収穫の方が大きいこともあるだろう。この法則が示しているのは，大量の資本量が投
入されたのちにおいては，収穫は減少してゆくにちがいないということだけである。
?
? “ ? “ 
(Jxの分割を充分小さく取ることができようが， そうした場合長方形は太い連続線
と呼んでよいものになる。
この連続線の頂上は図(3), 図(4)で示されるような形態をもった曲線になるだろう。
図(3)は，その収穫が常に漸減してゆく土地の生産物の増加分を示し，図(4)は土地の収
穫たる生産物が当初は増加し，そののちに減少してゆく．ことを示している。
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農業展や農業新聞によってひろがっている。
59 
さらにまたひとつの国の人口が稿密になれば，海外からの食料供給の組織化が大きくす
すみ，また国民の他の国々への移住の組織化もすすむ。このようにして文明の進歩は，一
方で土地の資源を圧迫しつつも，その資源を拡充する。
〔§5. 第2に，新開国の特殊状況についてみてみよう。収穫逓減法則は，アメリカ学
派と自称する経済学者たちの代表者であるケアリー氏によって反駁されてきている。ケア
リー氏のこの法則に反対する論議は，この法則の真の性質にたいする誤解に基づいている
ようにみえる。そしてケアリー氏が支持する実践的解決法は，英国がそうであるが，人口
稲密な国にはそれほどの適用力をもっていない。しかしそれでもアメリカ学派の人たちの
著述は，多くの方面で示唆に富んでおり，その人たちの意見はヨーロッパ大陸で多くの注
目を集めているので，ここでそれらについてなにがしかを述べておくのがよかろう。
これらの経済学者たちの説くところによれば，最良の土地は最初に耕作される土地では
なく，新開国の植民の順位はより地味に乏しいところから地味の肥えたところへ移ってゆ
くことを歴史が示している。この理由にはいろいろのものがある。山岳地帯が時として敵
に対抗できる防衛上の理由から選ばれたことがある。しかしもっとよくみられるのは，険
阻な自然排水力のある山際の地が，肥沃な低湿地は排水施設が整うまではマラリア熱に悩
まされるという理由で選ばれることであった。
事実土地が肥えていると下生えが多かったり沼地になっていて，ごくわずかの資本と労
働の支出ではまった＜耕作不可能である。しかし人口成長や文明の進歩がそのような土地
を耕やす手段を提供するとき，その土地が生みだす収穫は，そのために支払った犠牲を充
分につぐなうであろう。沼地を排水し，マラリアを絶滅し，道や鉄道をつくる事業は，人
口が少なく，散在している時には，容易には遂行されない。そしてアメリカの著述家たち
は，ある点までは，一国の人間の数が多ければ多いほど，労働と資本を組織する力は大き
くなり，したがって土地からの収穫も多くなるだろうという事実を主張している点で貢献
してきた。この点にいたるまでは土地は収穫逓減ではなく逓増をもたらすと言えるであろ
うし，また多分地球上の肥沃な土地の半分以上はなお耕作されないままになっているとい
うことも認めてよいであろう。
しかしこの現実は，すでに人口が多く，急速に増加しており，それに比して耕作技術に
はわずかの改善しかないとすれば，もっぱら土地に投下された資本の収益は減少してゆく
ということを主張する収穫逓減の法則と矛盾するわけではない。
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アメリカ人経済学者とイギリス人経済学者との間の，この意見の差異の原因のひとつは
多分アメリカにおいては耕作を待つ肥沃で広大な土地が存在し，イギリスではそうではな
いことである。〕＊
§6. 次に鉱業生産物の増加についての法則を検討してみよう。収穫逓減法則は農業生
産物と同様に鉱業生産物にもあてはまると言われている。これは厳密には正しくない。少
なくとも両者の場合の間には基本的な相違がある。耕作地の地味は高めることが可能であ
る。したがってもし生産物需要が停滞してゆきそうならば，需要は絶えずより少ない努力
によって充足することができよう。しかしあらゆる鉱山は採掘によってやせてゆく。そし
て最も産出量の多い鉱層が開発されつくすなら，鉱産物需要を充足するための困難は，た
とえ需要が停滞的であったとしても，増えてゆくにちがいない。採掘技術の改善がこの法
則の作用を遅らせるかもしれないが，完全にそれを防ぐことはできない。
農業と鉱業との間のいまひとつの相違は以下のことである。いかなる労働量をもってし
ても，良く耕作されている畑の通常の生産物を年間10倍に引きあげることは不可能であ
る。しかし鉱山から年間に採掘される生産物は，もしも採掘機械と熟練鉱夫が充分に存在
していれば，そこで雇用する労働を10倍以上増やさずとも10倍に増やすことができよう。
しかし現実には，鉱業の難儀さと危険が，子供時代からこの仕事に慣れているのではな
い人々をこの仕事につくことをちゅうちょさせる。石炭供給の急激な増加は，未熟練作業
に従事する新規の人間に高い賃金を支払うことによつてのみ可能となるはずである。さら
に新鉱脈を開発するのに要する機械，シャフト，坑道を調達するには若干の遅れがでる。
石炭需要の急激な増加が炭価を大きくあげるのは，これらの原因によっている。これらの
原因は，たとえいつでも開発できる良鉱の供給が無限であるとしても，かならず作用する
だろう。それらは収穫逓減法則とは別のものである。炭鉱が徐々に涸渇してゆくことと，
1873年の急激な価格上昇とは，ほとんど関係がない。その時の上昇は需要の急激な増加に
よってもたらされた。そのことは炭価上昇が， 大量の資本と労働を石炭採掘業に引き寄
せ，それによる石炭供給の増加が，価格を旧水準以下に押しさげたことによっても明らか
である。
しかし収穫逓減法則が，農産物に対してと同じようには，適用されないとしても，なお
地球上の鉱脈の涸渇は，究極的には世界史に重大な影響をもたらすだろう。
蒸気力が高価なものになる時には，科学はそれに代る空気や水の力についてかならずや
教示するだろう。風や波，潮汐や落水によって，地球上の全人口が必要とするよりも何千
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倍もの力を得ることができる。目下は石炭は必要とされる所に容易に運搬でき，必要とさ
れる量の蒸気力が得られるのにたいし，自然の力はそれができないため，石炭がパワー源
として選好されている。しかしながら多分自然によって与えられるパワーをある場所から
他の場所へ転送する手段や，必要な時に利用できるためにこの力を貯えておく手段が発見
されるであろう。そうなれば蒸気力の利用はほぼ完全に不要になるであろう。
しかし暖房手段としての石炭に代る安価な代替物を手に入れる見通しはないようであ
る。そして地球上の寒冷地においては．人口の増加は食糧の必要よりはむしろ暖房の必要
のために，究極的には制約を受けるということは充分ありうることである。＊
第5章人口増加，マルサス，救貧法
§1. 収穫逓減法則は，人口密度がある点に達するならば，労働と資本の追加量は，食
物供給をそれと比例して増加させることはないだろうということを物語っている。この法
則の作用は農業と製造業の技術進歩や未開地の耕作によって引き延ばされる。世界全土が
うまく耕作されるなら，現在地球上に存在する 5倍あるいは10倍もの人口を養うことがで
．きるというのはありうることである。しかしいつかは人口増加の限界が来るに違いない。
海陸あわせて地球の面積は，ほぼ600,000,000,000,000平方ヤードである。一平方ヤー
ドに4人の人間が立つことができると想定すれば，この計算では2,400,000,000,000,000人
が住む余地がある。次に， イングランドとウエールズのぴ人口増加率を見るなら， それが
1801年と1851年との間に2倍になっていることが分る。この増加率ですすむと，人口は
100年 二乗すると 4 
200年 II 16 
40D年 ” 256 
500年 ” (1024, ほぼ）1000 
1000年 ’ 1,000,000 
2000年 ‘’ 1,000,000,000.000 
3000年 1,000.000,000,000,ooo,ooo 
この率でゆくと，一夫婦の子孫は3000年以内に地球の表面を800人以上が縦に重なる立
方体をなすであろう。＊
この事実は，遅かれ早かれ，人口増加はチェックを受けねばならないことを示してい
る。しかし現在そのチェックを受けねばならないことを示しているわけではない。．そうし
61 
62 闊西大學『癌清論集』第31巻第 1号
た必要があるかどうかという問題は難しい問題である。そこで本章の大半では，この問題
を考察することにしよう。
§2. 未開の国々では，人々は極めて早婚であり，もしも間引きや戦争，疫病や飢餓に
よって人口が抑制されないのなら，人口増加は大変急速であるはずである。人々が野蛮状
態を脱し，安定した政府の下で暮すようになっても，人々は将来の備えを考えないような
野蛮な慣習を往々にして残している。事実人々が教育をうけておらず，また自分たちや子
供についてなんらかの野望をもっていないかぎり，ほとんど常にそうである。単に中国人
や他のアジア諸民族のみならず，アイルランドの農業労働者やさらにはイングランドのあ
る地域においてさえ，人々は明日のことを考えることもなく，向う見ずな結婚をする。と
いうのも事実としてかれらの将来には希望もなければまた恐怖もないからである。かれら
は自分たちの生活状態を良くすることについて，ほとんど希望をもっておらず，それ以上
悪い状態に陥ることもまずないからである。その結果として一家の蓄えでは充分に養うこ
とも，教育することもできぬほどの多くの子供が生まれる。そして少なくともヨーロッパ
では嬰児殺しはまれであり，子供が現実に餓死するぬことは多くはないが，それでも極貧
層の子供の死亡率は驚くほど高い。不充分な食物と衣服，放任，不潔，汚れた空気と伝染
病は，都市や郡部の貧困労働者の子供の多くを早死にさせている。熟練労働者は中間的状
態にある。かれらが早晩子供の教育にたいして，現在中間階級が感じているような責任感
をもって結婚するようになることを期待できる。この変化は，かれらの安楽基準が上昇し
つつある， という表現であらわすことができるだろう。というのは，
人口のどの階級もが，ある所与量の必需品，便宜品および贅沢品を享受できるという
予想なしには，結婚しようとしなくなるような，先の見通しをつける慣習を身につけた
ときには，この量が人口のその階級にとっての安楽基準と呼ばれる。
これらの必需品，便宜品および贅沢品は，その人自身のためのものであると同時にその
人の子供のためのものでもある。事実それらのうち一番重要なものは，子供のための健全
な肉体的，知性的，道徳的教育である。経済進歩は人々の安楽基準の変化に大きく依存し
ているし，またそれゆえに家族愛の強さに依存している。
§3. もしも人口のいずれかの階級の所得が上昇するならば，その階級の間での結婚と
出生数が増加することを予想できるだろう。
事実よく知られていることだが，どの階級での結婚も，不況よりは景気がよい期間の方
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が多い。登記庁長官が発行した過去30年の統計によると， 一般にパンが安かった年の方
が，パンが高かった年よりも多くの結婚が行われている。
しかしながらある階級の所得の上昇が安楽基準の上昇を伴うため，出生数の増加を抑制
することが起るかもしれない。しかし安楽基準の上昇は子供の養育・扶養の手段の改善を
ともなうため，出生した子供の 100分比ではより大きな部分が，安楽基準が低いときより
は高いときの方が，次の時代に能率的な労働者として育ってゆく。したがって，人口法則
は以下の如きものとなる。
人口の特定階級の平均所得の上昇は，その階級の安楽基準の上昇かあるいは結婚・出
生数の増加をもたらす。安楽基準の上昇はほとんど確実に，無事に育つ子供の割合を高
める。したがって平均所得の上昇は，ほとんどつねに人口増加率を高め，その下落はほ
とんどつねに人口増加率を低下させる。＊
人口の急速な増加は，ほとんどつねに賃金の上昇のあとに起るゆえに，ロックの時代以
来の経済学者は，未熟練労働者の賃金は種の存続にとって充分なもの以上の水準には決し
てならなかったと想定してきた。しかしアダム・スミスの聰明さは，労働階級が必需品の
定義を変更することは充分ありうることであるということに気付いた。靴はイングランド
では必需品だが，スコットランドではそうではない。小麦粉のパンはイングランドにおい
てヘンリー7世の治政以前では必需品であった。その後労働階級は多くのライ麦パンを食
した。 しかしまた17世紀の末には小麦パンが必需品になった。現在その定義は国によっ
て，そしてまた同じ国の地域によって，大きく異なっている。
§4. マルサスは有名な人口論を1798年に出版した。多分この人口論ほどにその著作を
読んだことのない人々によって議論された本は他にないであろう。したがってこの本とそ
れが書かれた状況についてここでなにがしか述べておくのがよかろう。
前世紀の末および今〔19〕世紀の初頭において．イギリスの救貧法は人口増加を量の点
では上向きに，質の面では下向きにうながすかたちで作用していた。法は早期かつ無配慮
な結婚にI±補助金を出し，同時にあらゆる類の倹約や先の見通しだけでなく性格の強さや
男らしさを弱めてきた。 「その法の下ではイギリスの小作人は，賃金が不充分と判定され
た場合，かれに与えられる救貧税のかたちで補助を受ける法的権利を有していた。子供は
自分からは自己否認を要求しなかったから，救貧税はその子供の数に応じて与えられた。
労働者は結婚を延ばすことによって，ごくわずかの生活資金も稼ぐことができなかった。
あるいはそういう生活をするには極端な自己規制が要求された。というのは末婚であった
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り子供がない場合，労働者の仕事に対する支払いは，かれがやっと必要を満たすことがで
きる額にまで切下げられていたからである。奴隷か馬のように，労働者は毎度毎度ほぼ同
じ物を食べ，いかに働いても，必要品の貯えをもつこともできなかった」15¥
このような誤った制度の結果として，悲惨な状態が蔓延していた。そして博愛的な心の
持ち主である聖職者であったマルサスは，質の考慮をしないままで人口の量的増加を促進
することは一体正しいことなのかどうかを研究しようと志した。マルサスの到達した結論
はこうである。人間の自然的性向は，人口をその扶養手段の増加と同じかあるいはそれ以
上の早さで増加させようとする。法制家や道徳家は，人間の性格を改善することに努力を
傾注しなければならない。そしてまた人口の急速な増加よりはその抑制に努力しなければ
ならない。
したがってマルサスは人口過剰にたいする「予防的制御」として「道徳的自己抑制」を
主張した。しかしマルサスがこの問題について発言したものは，大きな誤解を受けてき
た。マルサスは貧民に大きな犠牲を押しつけようとしていると考えられてきた。しかし事
実は， 「かれは貧民の結婚の抑制については，中間階級のすべての賢明な両親が子供のそ
れについて望んでいる以上の抑制を望んでいるのではないことを読者になんどもなんども
説明した。かれは結婚を遅らせることをすすめている。またかれは，強い持続的な愛惰が
ないなら，結婚生活は幸福よりも不幸を一般にもたらすものであり，またそのような愛情
を形成するためには，親密感をもっために時間をかけるべきである，と主張している」
いまならマルサスに反対して，世界は何千年もの間人口に対する防止的抑制にわずらわ
されることなくうまくやってきたゆえに，マルサスにたいしなんら関心を払わずとも，こ
れからの何千年もうまくやってゆけるであろうと，言うのは容易なようである。この反論
はかれが予想していたものであり，根気づよく誠実な科学が反対者のぶしつけな主張に与
えたもっとも決定的な回答のひとつに出会うことになった。マルサスは古代，中世，近代
の世界の各国についてつぎつぎに検討していった。かれはいくつかの地域において防止的
抑制が何世紀にもわたって現実におこなわれていたことに気付いた。例えばスイスのある
地方では，人口の多数が末婚のままであることを知った。他の多くの国では人の手が絶え
ず間引きや戦争によって，人口を抑制し，また何世紀にもわたって人が住んでいるすべて
の国において，人間がこれらの手段によって人口をコントロールしてこなかった場合に
は，自然の過酷な手が，マルサスが積極的抑止と呼んだもの，すなわち欠乏や飢饉，高い
15) F. W. Newmann, Malthusianism true and false. 
64 
A. マーシャルの『産業経済学」（橋本） 66 . 
幼児死亡率や不治の病気や伝染病によって人口を制御してきたことを解明した。それゆえ
に世界がいままでうまくやってきたというのは事実ではない。マルサスはまた思考能力や
先見の明が人間にさずけられており，それが世界をうまくやってゆけるようにし向けてい
ると主張した。
〔人口は幾何級数的に無限に増加する傾向があり，恵まれた状況下では人口は25年で倍
増するが，他方食物は算術的にしか増加していないゆえに，人口は食物よりも早い増加を
するにちがいないという表現をマルサスは用いた。「算術的」という表現はあいまいなもの
であり，今日では誰も支持していないが，かれが言いたかったことは，収穫逓減法則のう
ちに述べられていること，すなわち労働が長期にわたり大きな率で増加しつづけるなら，
土地から得られる生産物は同じ比率では増加しつづけることはないであろう，というもの
であった。）
§5. 過去において存在した悲惨に関してマルサスが述べたことは，もっと最近の歴史
家によっても確認されている。しかしかれが引きだした具体的な結論には議論の余地があ
りそうである。というのはマルサスはまさにかれが著述していた頃になされようとしてい
た発明や発見を予見することができなかった。かれは，蒸気力をつかった運輸がいかに英
国をして，一方では人口稀薄な諸国からの食糧輸入を可能にし，他方で過剰人口を新開地
の耕作のために送りだすことを可能にし，英国民のエネルギーと天分を世界中に拡散しえ
るものかを見通すことができなかった。
英国民族のこのような拡散は世界にとって利益となっていることについては疑問の余地
はない。もしも人口増加にたいする抑制が，単により賢明な民族，なかんずくその民族の
中のより賢明な階級にたいしてのみ影響を及ぽすなら，それは大きな害悪をもたらすであ
ろう。実のところ，この種の弊害は現にあらわれている。たとえばもしも英国人の下層階
級が，精神的にも肉体的にもそれよりまさっている階級よりも急速に増加してゆくならば
英国人の質が悪くなっていくだけにとどまらず，英国人の血を引くアメリカやオーストラ
リアの住民も，そうでない場合に比してより劣等なものになってゆくであろう。さらにも
し英国人が中国人よりもゆるやかにしか増えていかないなら，そうでない場合に英国人の
秀れた気質で占められていたであろう地球上の地域が，この活力の劣った民族によって席
捲されることになろう。
人口増加は出生数に依存するのではなく，成人に達する人数に依存することは忘れては
ならない。幼児死亡数は備えのない結婚の必然的結果であり，またもしも充分な備えのな
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い人々が結婚し，大家族をかかえ，なんとか養なってはゆけるものの，充分な肉体的，道
徳的，知的教育をさずけることができないのであれば，一国の国民の気質は，かならず低
下するであろうことも思い起すべきである。 ・
この章で議論に呈した問題についての，もっとも実践的な答えは，次のものではないだ
ろうか。
金を借りた者は，それを利子をつけて返却せねばならないのとまったく同じように，
人間は子供に自分が受けたよりも，より良いそしてより完全な教育をさずけなけばれな
らない。
上に述べたことができるならば，その人々は結婚によって国家に貢献することになる。
この実践原則は，貧富にかかわらず等しく公共的義務をきめる，共通の基準である。この
原理を一般的に適用するなら，経済的推論に暗い影を投げかけている，マルサス主義の妖
怪を消滅させることになるだろう，あるいはともかくも恐しいものではなくなるであろ
う。そしてまた進歩のかかとをつけまわすようにみえる食糧をもとめての競争をなくする
であろう。
§6. ここで生産の三要件の増加にかんする法則の論議を中断して，脇道に入ることに
なるが，マルサスが救貧法の適切な管理に関して提起した問題を扱っておくのがよいであ
ろう。
目下のところ貧民救済のために課せられる税の管理は貧民救済委員 (Guardiansof 
the Poor)に委されている。この救貧委員が，有給公務員の手を借りながら，個々のケー
スにおいて税からどのような援助を与えるべきかを決定している。この救済措置は，院内
すなわち教区の労役院の院内のものであるか，あるいは院外のものであるかである。バス
チアー的に言うなら，院内救済の弊害は「みられる」ことであり，院外救済のそれは普通
には「みられない」。
院内救済は不人気である。それは刑務所に入れることに似ており， 自分の犯した悪徳で
はないものの結果として貧困にあえぐ人々にとっては過酷すぎるようである。ある人が労
役院に入ると，通常はその人の家は取り壊され，ために簡単には施設を出ることができず
さらに生活を新たにやり直すことができなくなる。
したがって一見したところでは絶望的に困っているのではない人々にたいしては，院外
救済を与えるのがはるかによいようにみえる。院外救済ならその人や家族のごく僅かの稼
ぎによって，また多分親戚や友人のなんらかの援助によって，不足を補うこともできよ
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う。ぼろ家とその家具でなんとかやってゆくものである。自宅での救済費用はかくして，
それが長期間にわたったとしても，院内救済の費用よりも少なくてすむ。そしてその人が
再たびかなりの賃金を稼ぐことができるようになれば直ちに院外救済は打ち切ることがで
きる。このように即座の帰結として，院外救済は，院内救済がそうであるよりもそれを受
けとる者にとって受け入れやすいものであるとともに，税負担者にも僅かの負担しかかけ
ない。
しかし院外救済は大きな弊害をもたらす。もしも賃金の援助としてそれを受けとってい
れば，経験が示しているように，賃金が不当に低く押えられ，労働者は救貧税からの補助
なしでは生活できないことになりがちである。
そして1834年以来，一時的な緊急事態を乗りこえることができない場合を除いて，完全
に健康な労働者には院外救済を与えてはならないということが，一般的に了解されてい
る。しかしこの制約があっても，院外救済は往々にして，怠け者，浪費家，ずるい人間そ
してまた偽善者の戦利品となる。なぜなら救貧委員とそれに雇用される救済監督官は，そ
れぞれのケースの結果を適切に調査するだけの時間の余裕がないし，またいままでのとこ
ろ個人的な慈善家たちがまとまった連携をおこなっていなかったからである。そのために
正直な貧民が大いに困窮している一方で，不正直な者は私的慈善によって欲求を充分に満
たすと同時に院外給付をも受けとる。そして全体としては，院外救済が無原則に与えられ
てきたところでは何処でも住民の大部分が怠情で，浪費的で，かつさもしくなっているこ
パーパライズ
と，簡単に言えば「被救済貧民化」していることが明らかになっている。
しかし貧民救済委員たちは院外救済を与える方にどうしても傾きがちである。なぜなら
その弊害は遠くで起るのにたいし，院内救済による経費や諸困難は目前にみられるからで
ワークハウス
ある。それゆえに貧民救済委員たちに「労役院テスト」を適用するようにすすめること，
すなわち通常のケースでは受給申請者に院内救済だけを与えることにより， 自活できない
申請者たちの無能力を，労役院の諸拘束を甘んじ受ける意志によってテストすることが，
正当であると考えられてきた。ひとつの法案がゴッシェン氏の提案により 1870年に通過し
たが，それによってロンドン全域の労役院の費用は首都税によってまかなわれた。各貧民
救済委員会はいまや，委員が承認する院外救済の全額と院内救済のごく一部が，その委員
を選出する納税者のボケットから出ることを知った。この法は，ロンドンの富裕な教区に
貧民扶養のため応分の分担を求めるものであったが，それまで絶えず増加しつづけてきた
ロンドンの被救済貧民を消滅させることになった。この法の原則が全英国に適用され，労
役院の経費を郡やその他の広域地城に任せ，各教区は区内の院内救済の費用を負担するこ
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とが期待されている。
この法が適用されるかどうかは別にして，ある人が院外救済を申請するときには，その
人物が適格者であることを証明する義務が本人にあるというのが原則となるべきである。
本人が無茶な結婚をしたわけでもないのに貯えをすることがまったくできなかったという
ブロプイデントゾサエテイ
ことを証明できるか，あるいは友愛協会に登録するとか他の方法で貯蓄するなどして，万
ーに備えるなんらかの努力をおこなってきたかを証明できるかしなければ，院外救済には
相当しないものと想定されることになる16¥
救貧法の改正は院外救済の全廃を目指すべきだと考えている人も確かに一部には存在し
ている。しかし援助に価いする貧民は，労役院入りを強制されるなら，大きな怒りを感じ
るし，またそうあってしかるべきである。ある人が子供のために蓄わえる適当な機会に恵
まれず，結婚の責任を果せなくなった場合，また勤勉で無私の生活をおくり，可能なかぎ
り貯えをしていたにもかかわらず度重なる不幸に打ちひしがれている場合，その人に不必
要なまでに振りかかった辛苦は不当に残酷なものである。目下のところ院外救済の濫用が
大きすぎるため，もしそれを減らすことができないのであれば廃止すべきであるというの
はもっともである。しかし救済に価いする貧民とそうでない貧民とを区分することが不可
能だということはいまだ証明されていない。
§7. 唯一つで任務を果しうるような方法はいまのところ公正に検討されたことはなか
ったといっても実のところ言いすぎではない。有給公務員は援助に価いしないものの虚偽
を審査するに要する時間をもっていない。たとえかれらが高貴な姿をもって不幸に立ち向
かってきた人々によって，いやいやながら語られる悲話の真相をきわめるだけの資質をも
っていたとしても，ともかくその時間がないのである。 「もしも貧民を絶えずより良い条
件へ引きあげてゆこうとするならば，かれらは個々人として，また個々人によって世話を
してゆかねばならない。なぜならこの何百という労働者はどうしても必要なのだからであ
る。そしてそれに必要な多数の補助者は， ヴォランティアのうちに求めることができよ
う。かれらの援助は上に述べたように，極めて浪費されている。•それゆえに解決すべき問
題は，各人の行動を自由にしつつ， なお組織的にすることにより， ヴォランティアた
ちを，調和ある全体にまとめるにはどうすればよいかである。またそれゆえに組織と個人
とを統一する機関による救済をいかに管理するかである。事実として，中央の委員会の投
16) George Barlett氏の Thriftas a test of outdoor reiief参照．
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票により，また明確な原則による救済の利点を失うことなく，どうすればすべての個人的
交際と友情を保ち，心からの同情や個人の努力の麗わしさのすべてを保持できるかが問題
である」17)。 • 
英国においては，この仕事に携わる用意のある人が数多くおり，また増えつつもある。
その人たちはその仕事に要求される余暇，資金，教養そして意志をもっている。 「いたる
ところに，もしもうまくやれる自信さえあれば，時間を提供しようとする人々がいること
を聞いている。その人たちは．，不平や貧窮の度合が大きすぎて永つづきのする手助けをほ
とんどできない地区を巡察することiこ不満を感じているようだ。かれらは自分たちの努力
がより組織的な仕事とうまく調和するような，なんらかの方途をさぐっている。……ヴォ
ランティアは家庭の不満の処理が，まずとりあえずの仕事となるべきであろう。家庭問題
がきわめて深刻であり，かつその家族生活が上品である人たちこそ，まぎれもなく貧困家
庭にもっとも価値ある影響を与える人たちである。しかしその仕事を価値あるものにする
には，時間を途切れないようにするなんらかの方法を見つけ，交替や中断を避けて仕事に
連続性をもたせなければならない。」
そうであれば救済申請者のすべての事例について，ひとつの委員会で断を下すべきであ
るように思える。その委員会は救貧委員会もしくは委員と協同して働らくヴォランティア
委員会であろう。さらに委員会は3つの報告書を提出させるべきである。第1は有給監督
官からのものである。かれらは不正直者のあらゆる悪だくみに習熟していなければならず，
事例報告をだす前に，業務としてかつ留保なく，目的のために必要なあらゆる質問事項を
聴取していなければならない。第2は近隣地区の各種慈善団体の活動結果を示すものであ
り，委員会が，申請者がすでにどのような援助を受けているかを確認できるものでなけれ
ばならない。第3のものは申請者の身の上話に通じ，かつその人がもっている良きものを
何んであれ，共感をもって引きだしているヴォランティアの巡察者からなされるものであ
るべきである。
委員会は事例によっては，なんらかの私的慈善団体に任せるべきであると判断するかも
しれないし，あるいは救済は給付金以外のより良い形態でなしうると判断するかもしれな
い。多くのところでは沢山の慈善組織が存在するので，その組織が適当に運営されている
のであれば，院外救済はまったく不要ではないにしても，ほぼ全面的に止めることも考え
られよう。しかしもしも委員会が，その申請者の事例は既存の慈善のどれともに適合せず，
17) Homes of the London Poor, by Miss Octavia Hil, p. 113. 
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その人物が賢明であり，自己抑制的でありかつ勤勉であり，しかも院外救済を受けるべき
だと判定したなら，被救済貧民にしてしまうのではないかという恐れなく院外救済を与え
ることができよう。ごくわずかの院外救済のみが，かかる体制のもとで行われることにな
ろう。しかし現在しばしば生じているように，事例が誤解された結果として，尊敬に価い
する人が労役院入りを強制されることはないであろう 18)。オクタヴィア・ヒルさんは，被
救済貧民の弊害を解消するために，この種の計画の必要性と可能性を示そうとして大いに
努力してきている。またかの女は貧民家庭を改善することにより被救済貧民の発生を防止
する問題に多大な光を投げかけた。かの女はこの仕事に携わろうとする者たちに次のよう
なルールを提起している。
「家賃の支払等の義務はすべて履行させるようにするのが最善である。
「金品を与えるよりも仕事を与える方がはるかに良い。
「共感によって力づけ，時がたてば実を結ぶであろう熱意を励ますのが，なににもまし
て援助となる。
「肝要なことだが各人はそれぞれ独自の人生観をもっており，自由にそれを実現せねば
ならないこと，また各人はいろいろなかたちでただわれわれが端目で見ているだけのもの
を生きぬき肌に感じているのだから，われわれよりも，その人生についてはより良く判断
できるという•ことを忘れてはならない。われわれの仕事はむしろその人にじっくり考える
ように，また正しく判断する心構えを与えることであり，その人について考えたり，判断
したりすることではない。
「ロンドン（すべての大都市と同様に）の貧民は，高貴な喜こびの源泉を切り拓くこと
のできるあらゆる力を磨く必要がある。」
第 6章資本の成長
§1. 生産の2つの要素の増加法則，すなわち土地からの生産の増加法則と労働の増加
法則について論じてきた。次の段階は，労働を扶養し，補助する第3の生産要素，すなわ
ち資本の増加法則を検討することである。
資本の成長は貯蓄への能力と意欲に依存している．
貯蓄能力は，貯蓄がそこからなしうるところの，富の量に依存している。多数の人口を
18)このような制度の一部はボストンおよびエルバーフェルドで機能している。
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かかえ，大量の富を生産しているある国々は，ごくわずかの貯蓄能力しか所有していな
い。たとえ、ば，全アジア大陸は，英国がもっているほどの貯蓄能力さえもっていない。事
実アジアの産業の全生産物は英国のそれより多いが，その生産物が分配される人口数が，
非常に大きいため，アジアの人々はそのほとんどすべてを消費して生活を保持してゆかざ
るを得ない。
ミルが述べているように， 「そこから貯蓄が行われる基金は，生産にかかわったすべて
の人（資財の置換えや固定資本を修理するために雇用されている人々をふくむ）の生活必
需品を供給したのちの労働生産物の剰余である。この剰余以上のものは，いかなる状況の
下でも貯蓄に向けられることはない。それが貯蓄されるのでは決っしてないにしても，ち
ょうどこの額にいつもなるであろう。この剰余が生産者の必需品と区別される享楽が供給
される基金である。それが生産に携わらない人すべてを扶養し，資本にあらゆる追加分を
与える基金である。それがその国の真実の純生産物である。」
生産の必要要件は土地，労働および資本であるから，産業の全生産物が依存している条
件は，第1に，土地の肥沃度，鉱山の産出度，水路の豊富さおよび爽快な気候，第2に労
働人口の数と平均的能率， この能率は知性的・ 肉体的性質とともに道徳的性質に依存す
る，第3に過去の産業が現在の産業を助けるために蓄積し，貯蓄した資財の豊富さ，すな
わち道路および鉄道，運河およびドック，工場および倉庫，ェンジンおよび機械，原料，
食料および衣類，手短かに言えば国民がすでに蓄積した資本の豊富さに，分類しうるだろ
う。
産業の全生産物は，労働の質のつり合いのとれた改善と同様に，労働の量によって，．そ
の分だけ増加しうるだろう。しかし産業の純生産物についてはそうではない。というのは
純生産物を計るためには，労働者の必需品を全生産物から控除しなければならないからで
ある。したがって量の追加によっては，労働の質の比例的改善に近い増加をもたらさない
であろう。 したがって一国が有する資本蓄積能力は主として一国の労働の能率に依存す
る。この能率は，それが個々の労働者の質に依存するかぎりにおいて，すでに議論してき
た。 しかし産業の能率はまたその組織にも依存する。次章において，組織が労働と資本
を，それらがもっとも有効に利用できる部門に運用することによって，一国の大部分の資
源に対して，どのようなことをなしているかを示そう。
§2. 次は貯蓄の意欲についてである。
蓄積の欲求の強さは時代と国によって大きく異なる道徳的および社会的条件に依存して
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いる。
(a) 知性。貯蓄したいという気持は，なんらかの将来の利益を得ようとする願望から
生じる。そしてもしもこの将来の利益が，・行動への動機にならんとするものであれば，そ
れは実現されねばならない。子供たちや文明の初期状態における国民は，遠い将来の利益
を実現することが，ほとんど不可能に近い。未来は現在によってさえぎられている。たと
えば北アメリカのインディアンの生き残りの若干は，非常に肥沃な土地を持ちながら
も，単に末来に対する無関心により，非常な欠乏に悩んでいる。かれらは労苦にたいする
報酬が即座におこなわれる時には，勤勉であるが，未来のために，なにかをのけておこう
とはしない。かれらは畑を囲うような，即座とはいわないにしてもすぐにも大きな利益を
もたらす作業さえやろうとしない。しかし子供ないし民族が成熟してくると，現在のため
にと同様に，未来のためにも行動することを学ぶことになる。
さらにまた，高度に文明化した諸国においてさえ，貧民は未来に対して配慮しない。か
れらはひまを得るために，あるいは先の見通しをつける習慣がないために，即座の必要を
充たすことだけに没頭しすぎである。そして高賃金を稼いでいる者であっても，ある程度
の教育を受けてでもいない限り，めったに貯めておこうとは考えない。
(b) 共感。前章において，経済進歩が家族愛に依存している点のひとつをみた。ここ
では，他人にたいする愛情が，資本の蓄積にたいする主要な動機ではないにしても，主要
な動機群のひとつであることに注目せねばならない。多分より多くの富が，貯蓄する者の
将来の享楽のためよりは，他人のために貯蓄されている。• もしも人々がまったく利己心に
ふりまわされているとすれば，家族のために蓄えを残すことはしないで，自分自身の生活
のために年金に投資するであろう。浪費は，一般には，とりわけ物を自分の楽しみのため
に処分する利己的態度を示すものである。他人の福利に気を配る者は，所得のすべてを支
出してしまうよりは，むしろ貯蓄しようとしがちである。また一国における不節制な慣習
の蔓延は，一家のかせぎ手が賃金総額を稼ぐために費す，週中の日数や生涯における年数
を縮める。節制は人間の能力を高め，一般には，子供のために貯蓄しようとする意欲を高
め，かつ子供を立派に育て，子供たちの中にふくまれる人的資本に投資しようとする意欲
を高める。 • 
(c) 立身出世の望み。人々がもしも一種のカースト規制によって，生涯一つの地位に
しばりつけられているのが運命であると感じているならば，自分の地位を改善するために
貯蓄をしようとはしないし， 当然ながら倹約をしようとする動機もほとんどもたない。
「恐いのは運の不均等ではなくむしろ不変性である。なぜなら動きのあるところ，生活が
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あるからである。」
(d) 思いやりのある愛情の深さの大小を問わず，富の所有によって大きな社会的利益
が得られるのであれば，貯蓄誘因は強いであろう。中間階級はこういった点に大きく影響
を受けているし，また一部はこの理由によって，かれらは他の階級よりも多くを貯蓄する。
他方誇示の欲望が貯蓄を減退させる。富の蓄積は通常，貧困から富裕へ展開しつつある国々
において急速である。なぜなら人々が貧しい間に身につけた倹約の慣習が，豊かになって
も残っているからである。ナボレオン戦争に起因する苦しい時代に，父親たちが身につけ
た極度の倹約が，現在の大きな資本の増大の主たる原因のひとつであることは疑いない。
(e) 政治および商業上の安全。
貯蓄する者は．自分とその家族が安全に••この貯蓄の果実を楽しめることを望んでいる。
このことは，第1に，政府が個人の財産を詐欺と暴力から守ることを要求し，第2に，も
しもその人もしくはその遺族が，自分で資本を事業に使うことができなかったり，あるい
はその能力がない場合には，それを他人に貸付け，その利子で平穏に生活できなければな
らない。近時における急速な資本蓄積のひとつの原因は，数ポンドでも貯蓄がたまるとす
ぐにも，その人はあまりわずらわされることなく，小額ではあるが確実な所得をもたらす
鉄道やその他の公開会社の株式を買うことができるという事実である。貯蓄銀行，友愛組'
合や建築組合は，一度にはごく小額しかさしだすことができない人々の貯蓄を集金し，積
立てている。商業上の安全と信頼の習慣は文明化の産物であり，また文明とともに強化さ
れてゆく。政治上の安全には金が必要である。しかしある政府が，貨幣と徴兵制の形で課
す租税は，この安全のための高価な代償であり，その国の資本蓄積能力を物的に減らして
いる。産業と同様に資本は政府によってまた政府から保護される必要がある。
§3. 人間を熟練労働に適応させる費用はその人の両親によって支弁される。そしてそ
の費用は主に賃金からまかなわれる。すなわち肉体的ないし頭脳的な労働によ・って稼得さ
れる所得からまかなわれる。この費用は，作業用の子馬の飼育や調教にかかる費用とまっ
たく同様に資本支出である。したがって賃金は人的資本蓄積の主たる源泉であると言えよ
う。肉体労働の賃金は，これまで物的資本の蓄積には大きな貢献はしてこなかった。もっ
ともその方向への動きを示すものがいくつかあることはある。蓄積のはるかに重要な源泉
は専門職階級の賃金である。
現在の英国において，主たる源泉は資本にたいする利潤である。何人かの経済学者は．
それに比するなら他のすべてのものは無視してもさしつかえないほどのことを発言してき
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た。しかし現実には，利潤によってなされる蓄積が，ともかく相当額であるのは，ただ数
ヶ国またごく短期間においてのみである。
世界史の大部分の期間において，地代が貯蓄の主たる源泉となっていた。今日の英国で
もかなりのものが地代収入から貯蓄されているし，世界の他の国では多分地代からの貯蓄
が資本利潤からのそれを上回っているだろう。他の諸国において，地代からの貯蓄が大き
な重要性をもっていることについては， 2つの理由がある。第1に，土地から得られる所
得は，資本から得られる所得に比して，非常に大きい。第2に，英国における土地の大部
分は比較的少数の人によって所有されているのに対し，ヨーロッパ大陸における土地およ
び新世界の土地は極めて多くの住民の間に分割されている。今日富裕な地主は貯蓄階層で
はない。平均すれば地主たちは，商工業から同額の所得を得ている者よりも，わずかしか
貯蓄しない。他方小土地所有者は貯蓄階層である。英国においては貧しい人々は，その所
得比において，豊かな人々がするより，はるかにわずかしか貯蓄しない。しかし小土地所
有者が多い諸国では，その貯蓄は極めて多い。
身体を使って労働する者にとって，土地に比較しうるほどの魅力をもつ貯蓄銀行i・ま存在
しない。 「ある人間に吹きさらしの岩山の所有を認めてみよ，そうすればその人はそれを
菜園に変えるだろう・・・・・・。所有の魔術は砂を金にかえる。」19)。小土地所有者は，すべての
労働時間と，その人が貯わえのためにもっている小額の資本すべてを，土地に振り向け，
その努力と自己抑制の実りを眼前にすることが可能である。その人は自分の土地を愛で，
土地を誇りにする。その人の休日の最大の楽しみは，土地の廻りを散歩し，土地をいつく
しむことである20)。「賃金労働者の場合は，事情が異なる。その人が賃金のわずかの部分
でも，再生産的用途に利用しようとすれば，借り手を見つけねばならないが，かれが貸し
出すためにもっている額は少額であるため，借り手は貯蓄銀行にならざるを得ない。しか
しかれはその金がいっ，何処に貸し出されたかを知ることがない。これが土地を耕作し，
その上に住み，それがすべて自分のものであり，死後は子供のものとなることを肌で知っ．
ている自作農の土地からの稼得に比して，決定的に違うところである。貯蓄銀行では，期
待に胸ふくらませることも，愛着も，つよいものにはならない。さらに預金はなにがしか
19)アーサー・ヤング
20)いくつかの地域における小自作農の知性，および自作農が土地に投入する巨額の資本
さらに土地から収穫する穀物の多さの証拠としてはミルの第 2 篇第 6 章• 第7章およ
びクリフ・レズリー,Land Systems of Various Countriesを参照。
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ぇ，しばしば善い決意をくじき，祝福の時間的遅滞があるが，これがいかにわずかとはいふ
の対象になりかかった6ペンス硬貨は，往々食糧品店や飲み屋に向うことになる。」21)
このように英国に小自作農が存在しないことは，多くの点で損失である。しかしそのこ
とに不平をいってみてもはじまらない。近代的機械と近代的農耕法は，のちにみるように
小農場との競争において大農場に有利になっている。実際，市場向けの農業において，通
常各作物は異なった管理を必要とするが，小自作農は自分がつくるものに必要なものしか
もっておらず，農場の一般的作業用のものは持っていない。わずかの土地を持っている考
え深い者は，その土地を売って農業なりその他の業種にその代金を使う方が，自分で土地
を耕作する場合より余計の所得をほとんど常に得ることができる22)。英国における資本蓄
積を，他のヨーロッパ諸国よりも早めたこの商業的企業精神が，英国における小自作農の
競争を防止したのである。
しかしながらあらゆる歴史の物語るところによれば，老令になってからそこへ隠居でき
るわずかの土地と小屋と菜園を購入しようとする希望が，労働に従事する人をして，勤勉
節制，倹約な生活へ導び<'もっとも強い誘因のひとつになっている。しかしながらイギ
リスの労働者たちは，現実にはこの希望を，こういったものを購入する際の不確実性と重
い法的費用によって，かなえられないでいる。というのはこのような費用は，大土地に比
してわずかの土地の場合の方が，かなり大きいからである。英国の農地法の改正は，イギ
リスの物的，人的資本双方の蓄積の大きな増加をもたらすであろう。
§4. つぎに資本蓄積がどの程度まで利潤率，および資本の所有者がそれを他人に貸し
出すことにより受けとることのできる利子率に依存しているかを考察してみよう却。
高い利子率が自由な節欲の報酬となり，富によって社会的地位を得ようと志すものすべ
ての貯蓄を刺激することは疑いのないところである。さらにもしもある人が自分および家
族のために蓄えを残すために貯蓄しようかどうか迷っているなら，高い利子率が得られる
という期待は貯蓄を促すものになるだろう。なぜなら利子率が高いほど，一定量の現在の
享楽を犠牲にすることによって手に入れることのできる将来の享楽量が大きくなるからで
21) Walker, The Wage-Question, ch. XVIII. 
22) Cliffordの TheAgricultural Lockout of 187 4参照．
23)利子と利潤との関係は第2編で説明する。この節の多くは Sargantの Recent
、PoliticalEconomyからひかれている．
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ある。
しかし過去の歴史を見，現在を観察すると，老令や家族のためを思って備えをするかど
うかを決定するのは，貯蓄によって得られるはずの利子率であるよりはむしろそれ以上に、
その人の気質であることが判明する。そのような備えをする者の多くは，利子率が低くて
も高くとも＇，同じように貯蓄するだろう。そしてひとたび一定の年所得を蓄わえようと決
意したならば，その人は利子率が高い時よりも低い時に，より多く貯蓄せねばならないこ
とに気付くものである。たとえばもしもある人が，自分が事業から隠退した折に，年400ボ
ンドの所得を準備しようと考えたり，または死後のため，妻子に年400ポンドの保険をか
けようとしたと仮定してみよう。もしも現行利子率が5バーセントであるなら，その人は
8,000ボンドをとっておくか， 8,000ボンドの生命保険をかけておけばよい。しかし利子率
が4バーセントなら，その人は10,000ボンドを貯蓄するか， 10,000ポンドの生命保険に入
っておかねばならない。
また高い利子率は早くして事業から身を退き，すでに貯えたものの利子で生活してゆく
ことへの大きな誘因である。事実ジョサイア・チャイルド卿＊は， 2世紀前に述べている。
「通常あらゆる商人は」，利子率が高い諸国においては，「大財産を得たら，取引を離脱し」
そして利子付きで貨幣を貸し付ける。 「それの利得が容易に得られ，確実でかつ大きいか
らである。他方利子が低率な他の諸国では，商人たちは代々業をつづけ，商人も国も富
む。」これは多くの人が，まだ人生の最盛期で，人や物事に対する知識が，事業を以前よ
りも効率的に行いうる時に，事業から隠退している今日において，かつて以上にあてはま
る。このように利子率の下落はいくつかの理由で富の生産と蓄積を促進するであろう。
しかし利子率の下落は，所与の資本額から生じる貯蓄能力を減退させるであろう。なぜ
なら，・事業から得られる所得が大きければ大きいほど，その人の有する貯蓄資金が大きく・
なるからである。またそれは資本輸出をうながすであろう，しかしながら一般に利子率の
下落はそれじたい大きな資本蓄積の結果である。そして低利子率のもとで大きな資本額か
ら得られる所得は，普通には高利子率の下で小額の資本から生じる所得よりも，大きな総
貯蓄能力をうみだす。
全体として，一国における利子率の下落はいくつかの理由で資本の増加を抑制しがちで
あり，また他の理由でそれを促進しがちであるが，しかし後者の効果は前者より小規模で
あり，その結果利子率の下落は，資本の蓄積を，ある程度，しばしばごく僅かの程度では
あるが，減少させると結論できるであろう。
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§5. 収穫逓減法則が作用する結果として，世界史の近い将来ではないにしても，遠い
将来において，利子率の下落が予想しうることを，今や知ることになろう。そしてこれは
究極的には資本蓄積を抑制することになるだろう。しかし発明の進展が，絶えず新しい方
向に資本の利潤をもたらす適用先を見出していっている。鉄道，工場，および機械は，毎
年資本を吸収し，それらを利用して，所有者に利潤を還元している。したがってすぐさま
資本の増大が大きな抑制をうけることを恐れる根拠はなんらない。そして現実には，英国
の人口は年率約1.3パーセントで増加しているのにたいし，英国の資本は平均年率約3バ
ーセントで増大している24)0 
すでに指摘したように，もしも人口増加が適時に抑制されるなら，農業に関しては，収
穫逓減法則が極めて深刻なものになることを妨ぐことができようが，たとえ人口がまった
く増加しないとしても，時がたてば地球上の鉱物資源が涸渇してゆくであろう。
第 7章産業の組織
§1. 前章で富の生産にとっての3つの必要条件ー自然要因，労働および資本一につい
ての議論を終えた。生産と交換についての現代的な議論を検討する前に，これらの理論が
どのようなかたちで徐々に形成されてきたかを見ておくのがよいだろう。
原始生活には変化がない。末開部族は，みんなが同じ仕事をする人々から構成されてい
る。全員が一般には，兵士であり，狩人でありまた漁師，道具製作者また建築家である。
すべての者が自分に必要なものをすべて自分で調達する。そのうえ防衛のためを除くとほ
とんど他人と離れて生活してゆく。
しかし末開の人々の間であってさえ，特殊な仕事について特別の適応をみせる者がい
る。たとえばある人は弓作りに熟達している。それで他の者たちは，その人が弓を作る同
じ時間で調達できる以上の食糧やその他の物を，弓と交換することを申しでる。その結果
その人は弓作りに専念する。このようにして社会をひとつの生活共同体とするような分業
が徐々に芽ばえてゆく。そして極めて早い時期においても多くの分業がみられる。いやな
仕事は女性や奴隷によって行なわれ，気持のいい仕事は家長や主人が行なう。
「この状態を越える最初の大きな前進は，有用な動物の家畜化である。人間が狩りの獲
24)英国の総物的資産は1865年約6,100,000,000ボンドから1875年の約8,500,000,000ボン
ドヘと，すなわち年240,000,000ボンドの割で増加した。（参照， Mr.Giffen in the 
Journal of the Statistical Society 1878年3月）．
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物で生活するのではなく， ミルクやその加工品そしてまた群れの年々の増加を生活基盤に
する，牧畜ないし遊牧状態へ移ってゆく。この状態はそれじたい快適であるばかりかより
一層の進歩を促すものである。この下でかなりの量の富が蓄積される。この状態の下で富
の不平等が始まる。また現在の欲求がみたされていることに力を得て，家内製造に関心を
向けはじめる。」
次の段階が農業状態であった。ここにおいて耕作地の所有が社会建設の堅固な土台とな
った。時としてすべての土地が主権者によって所有されたが，もっと一般的には村の周囲
の土地は村全体によって共有された。
いうところの村落共同体は，単調な定住生活を営んでいた。＿この段階では職業の差がみ
られるが，正確に組織と呼びうるようなものはまだ存在していない。事実ある場合には，
一村全体が鍛冶屋や靴作りといった1つの職業に従事した。しかし普通には，各村は自足
していた。つまり村は自村で消費するほとんどすべての物を自給し，隣りの村とはほとん
ど取引らしきものは行なわなかった。しばしば各仕事は家族内で世襲されることとなっ
た。たとえば各村は自村用の鍛冶職人をもち，かれは先代の息子であり，かれの息子もま
た鍛冶職を継いだものである。人々は職業選択の自由をほとんどもっていなかった。
人々の生活を操る故習は，とくに東洋において強力であった。インドでは気候が身心を
軟弱なものにさせ，人々は専制君主や専制的な因習に身を任せていた。どの暴君も臣下の
生活のすべての行為を統制しようと企てたり，またはそう望んだということはなかった。
しかし東洋的伝習は人々が属す，社会のカーストや身分を決めている。それによって他の
カーストの成員と交際することが妨げられる。それは仕事，あるいは食事中の行動までも
こまごまと命じる。慣習はまた各種の仕事の賃金や，あらゆる商品の価格を，融通性のな
い規則によって規制する。
なにかについて独占があるところでは，価格についての故習は，実際には弊害よりも長
所となるであろう。もしもある村が，慣習上，特定の鍛冶屋からすきを買うことを強いら
れるのであれば，慣習はすきの販売価格をも規制するのが最善である。というのは，そう
しておかないと鍛冶屋は隣人の必要につけこんで放外な値段をふっかけることも時にはあ．
るかもしれないからである。ともかくも鍛冶屋と村人との間の値切ったり，交渉したりす
る時間の大きなロスがでがちである。
§2. ギリシャの諸都市やローマの産業制度は，奴隷制に基づいていた。自然が奴隷制
を定め，奴隷なしでは世界は進歩することができないし，誰も文化のための時間をもてな
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ぃ，また誰も市民の義務を果たすことがないであろうと，公準のように考えられていた。
人々は慎重に考えぬいたうえで，自然が，生れた時から他人の利益のために苦汗を託した
多くの人間が存在するという信念を受け入れた。またそのような人々が無知で，品位のな
い生活をするかどうかは，片時も問題にはならなかった。アテーナイ人のおだやかな気質
は実際奴隷を親切心と同情心をさえもって扱うように仕向けた。しかし歴史の示すところ
では，奴隷制に基ずいたあらゆる文明は，たとえ早熟の成長を示してきたとしても，芯が
くさり，急速に衰退してゆく。としくうのはある民族が何世代かを文明生活の興奮のもとに
生きのびたとしても，労働をさげすみ，労働する者を軽蔑している間に，その民族は冷酷
で浮薄に，したがってまた軟弱になっていったからである。
西部ヨーロッパに居住したチュートン族は，一時事実奴隷制によってではないにして
も，極めて良いとはいえない農奴制によって，崩壊の危機にあったようである。しかしこ
の民族は，人間を人間として扱う敬意を常に持っており，この敬意がキリスト教によって
促がされ，そして中世教会の通俗的性格によって強められた。かれらはかれらのために激
しい労働に携わる者が，品位のない生活をしても構わないとは考えなかった。かれらは決
して労働者やその仕事を軽蔑しなかった。それゆえにかれらは浮薄にも，冷酷にも，利己
的にもならず，その文明は長続きするように思える。
あらゆる時代を通じて，東洋に重くのしかかった故習は，きびしい圧迫を加えたようだ
が，わがアングローサクソンの祖先たちには，それほどきびしいものではなかったようで
ある。かれらは爽快な気候の下で暮らし，人間によるものであれ，慣習によるものであれ
多くの暴制に耐えられるだけの気力をもっていた。しかし無知は，精気さえもその威力に
屈服する暴君である。そして祖先たちが全体として無知であったあいだは，かれらが一人
立ちできた唯一の行動方針は，隣人を略奪することであった。このような生活術は，多く
の興奮を与えはするもののわずかの快適さしかもたらさなかった。やがて徐々に都市の成
長によって，知識や快適さへの趣好が増大し，そこに住む者は他人を略奪することを考え
ないようになり，また略奪されることを極めて嫌悪するようになった。都市において人々
は圧迫からみずからを防御し，文明化の手法を学んだ。農村が戦争や封建領主の強盗行為
で蹂躙され，また村民たちが通常農奴であったのにたいし，諸都市は秩序，勤労，知性的
で平和的な事業の住み家であった。
§3. 諸都市は急速に発展した。また種々の形態の専門的職業があらわれるにつれて，
分業が生じた。一人の人間はただ一種類のもののみ，多分一品目の部品のみをつくること
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になった。一人の仕事は直接ないし間接に多数の他の市民の役に立つことになる。また一
人が消費したもののは憐人たちのいろいろに結びついた仕事によって産みだされたもので
あろう。
このことは簡単に表現すれば，諸都市の産業は高度に組織化されるようになった，とい
うことができるだろう。ひとつの団体は，その部分が遂行すべき独自の仕事を持つとき，
この仕事を果すことにより，各部分が全体の福利に貢献し，この仕事のいかなる中断も全
体を損ねるとき，そしてまた他方で各部分はその福利のために，他の諸部分の効率的な働
らきに依存しているとき，高度に組織化されているということができる。
諸都市が逆境に立ち向って苦闘しているかぎりでは，全市民は共通の福祉を獲得すべく
公共心と冒険心をもって協働した。しかしある都市がその自由を完全に成就し，繁栄しは
じめると，旧い家柄の商人が，かれらこそ唯一の本来の完全な市民として，また都市ギル
ドの構成員として，独自の特権を主張しはじめた。ギルドの特権は，より新しい職業的結
社で，クラフト・ギルドと呼ばれるものから攻撃をうけた。このクラフト・ギルドは各種
の手工業に従事するものから構成されていた。手工業者と指導的な商人との間の闘争は，
数世代つづいたが，時はより若く，より活気ある団体に味方した。都市にはおいてあいつ
いで，力を結集したクラフト・ギルドによって都市ギルドが打ち倒され，クラフト・ギル
ドは都市の主導者を握った。
クラフト・ギルドは極めて多くの面で良い働らきを示した。ギルドは産業を組織するの
を援助し，各人が自分の職業に習熟し，仕事をうまくやれる配慮をした。ギルドは労働者
の道徳的行為にも関心を示し，人とその家族を欠乏から守った。しかし時がたつにつれ，
ギルドの仕事を遂行してゆくやり方に関する諸規則は；拘束的なものになってゆき，各人
が好む業務に資本や労働を投入してゆくことを妨げるようになった。ギルドは資本と労働
の自由な循環を妨害した。そして時の経過のなかで，反動があらわれた。ギルドが弊害よ
りは利点であることをやめた時，ギルドの力は減退しはじめ，ついにはその影響力をまっ
たく失なった。循環の自由がふたたび増加し，人間が生計をたてるための障害はほとんど
なくなった。
とかくするうちに銀行業が成長していった。中世においては高利貸ないし金貸しは，主
として緊急の必要にせまられている人間に高利で貸しつけをおこなっていた。事実資本の
産業活動へのもうかる投資先は多くはなかった。しかし資本を，それほど欲求されていな
いところから，大いに欲求されているところへ移す難しい～技術において得られた経験は，
世界に大いに役立った。その経験は，銀行やその他現代の金融市場の諸機関によって行わ
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れている，資本の組織化への道を切り拓いていった。
81 
§4. より近時にすすむにつれ，絶えざる専門化ないし分業の成長がみられる。もっと
も広い分業は，農業労働と製造業労働との間のそれである。中世では，農民たちは農閑期
を利用して，紡いだり織ったり，また靴を作ったり，家を建てたりしていた。しかし農業
が組織化され，機械が製造業に導入されるにつれて，さらにまた訓練をうけた職人たちの
技能がますにつれ，農業従事者は，次第に自給をやめ，ますます多くを都市から購入し
た。当然ながら農業家は各地に散在していたのにたいし，製造業者は人口獨密な地域に集
中した。
これらの地域では，一層の分業や専門化がすすみ，それぞれの業種は別々の立地を求め
た。羊毛業に従事する者は，普通にはランカシャーの木綿業者の間には住まわず，ヨーク
シャーに集住した。そしてかれら自身もまた「毛織物業」と「紡毛業」へと分化し，さら
にそれぞれが各種の部門に分かれ，それぞれそれに適した地域をもっている。このような
同じ業種に従事する多くの者が，同じ地域に集まることは産業の局地化と呼ばれる。
製造業地域は多くの社会的利便を提供する。経験の示すところでは，熟練職人は，仕事
が単調なものであっても，知性的であり自助の精神をもっている。職人たちは因習の支配
を逃がれ，ある地方から他の地方へ，さらにはある職業から他のものに移ることにより，
自分の生活条件を改善できぬものかどうかと熟慮する傾向がある。
かくして現代では，数多くの社会的・経済的変化が，富の分配を自由競争によって決定
する領域を拡大してきている。労働者は相互にもっとも有利な雇用先を争っている。また
雇用者はもっとも安くかつもっとも効率的な労働を争って求め，さらに新しい機械の発明
ゃ，新しい製造業の開発に相互にしのぎを削っている。といぅのも新しい発明や古い工程
を新しく工夫することはどれも，新しい事業運営の方法をもたらすからである。そしてあ
る業種におけるかかる変化はなべて，新しい人々が，雇用者も労働者も，その業種に割り
込むことのできるような，新しい通路を提供する。事実，汽車，蒸汽船，活版印刷，電報
はあらゆる方面での競争に誘因と可能性を与えている。そのような競争は，以前の文明で
はまったく不可能だった。
これらの変化は，いまひとつの大きな変化をもたらした。以前は，生産は主に小業主の
手中にあるのが常であった。すなわち隣人に販売するために1人2人の徒弟と雇用職人を
使って財を生産していた人の手中にあった。しかし次章においてみるように，事態の進展
は，これら小業主たちが，大きな工場の所有者との競争において，絶えざる不利益を蒙む
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るようにしていった。そしてこれらの工場の機械は，着実に増加してゆく。製造業主が機
械の購入に向ける金額は，労働雇用のために費す金額よりも早い増加を示している。言葉
を換えていえば，補助資本は，報酬資本よりも大きな率で増加しつつある。
一個所に集中した大工場は，世界中の市場へ商品を送っている。マンチェスターの製造
業者，労働者，店主は，その福利を，単に相互の行動に依存しているだけでなく，また英
国の他の地域や他の諸国に起る事態の経過にも依存している。かくて「その歩みが小さい
ため，産業体制はかってとまったく同じように見え，変化は，種が木に変ってゆく変化に
似て見には見えないものの，社会は相互依存的な労働者たちの複合体な統一体へとなって
いる。」
これらの変化は他のいかなる国にも比して，英国において顕著になっている。英国の海
岸に住居を定めた冒険心あふれる民族は，子孫に受け継がれた企業精神を持ち込んだ。英
国の海と河川は商業を発展させ，またそれとともに遠隔地との自由な取引に起因する柔軟
な気風を促した。英国の気候は，農業の急速な発展に，驚くほど有利であった。海によっ
て隔てられていたので，英国は，大陸における資本蓄積を妨げた破滅的戦争を免れた。英
国の農地法，救貧法および政治・社会構成が，一般に，富者と貧者との間にはっきりした
線を引く傾向があったが，そのためにほとんどすべての資本が比較的少数の者のうちに蓄
積された。さらに豊かな炭坑や鉱山は，のちにみるように，大規模生産がもっとも有利で
あり，小資本をより少なくなる危険性が大きかったのにたいし，大資本にはますます大き
くなる最適な機会となるような，諸産業を際立たせた。
§5. 労働者の知性の成長と，国の一地方から他へ移動する可能性の増大とは，情報交
換の密度を高め，またある程度まで種々の産業中心地間の労働の自由な循環をもたらし
た。資本は日々循環の自由を得てゆき，したがって資本を動かす技能もまた自由に循環す
る。利潤は各職業，国内の各地域で均等化してゆく。
ある業種に投資された1千ボンドが，他の分野に投資された 1千ボンドと同じ利潤をも
たらすというのは事実としては正しくはない。というのは利潤は例外的に困難であったり
人に喜こばれない業種において，例外的に高いからである。資本の自由な循環は，このよ
うな原因によって生じる不均等を取り除くことはできない。しかし一人の事業家が優良債
権を担保に借りる金の利子率を王国内のどの都市，どの業種でほぼ等しいものにすること
にはなる。ここからひとつの重要な法則が生じる。その意味の完全な説明は以下の通りで
ある。すなわち，
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利潤は，同等の危険，不快さ，苦労をふくみ，また等しい量の稀少な自然的能力と等し
い費用のかかる訓練を要求する，あらゆる業種において，絶えず等しくなる傾向がある。
第 8章分 業
§1. プラトンは，分業が特定の職にあるあらゆる者の技伺を高めるという事実につい
ての知識を，古代エジプト人がうまく証明しているとして賞賛している。使用は第2の天
性である。また子供のときからそれに携わっていた場合のみに， うまくなしうるような仕
事が沢山ある。大工，鍛冶屋，ないし炭鉱夫は生涯をその仕事にかけないかぎり，めった
にはその業務に熟達しない。
分業が浸透すると，一人の人の全関心は一つの作業に集中する。家大工はつぎつぎと沢
山の道具を駆使し，多くの異なった仕事を手がける。が非常に大きな家具製造所では，一
人の人間は，しばしば年中を通してテープルなり椅子のある部品をつくる仕事をやってい
る。繊維工場では多くの婦女子は，ひがなジヱニー紡績機の切れた糸をつなぐだけの仕事
をやっている。金属工場の多くの労働者は，金属片を穴にはめこんだり，ハンドルを操作
してある決まったやり方で金属に穴をあけたり，打抜いたり，型に合わせて切断したりす
ることだけをやっている。そのような作業は， 「みたことがない者にとっては，人間の手
が身につけれるとは想像できないような， 迅速さと誤ることのない正確さで25)」， 男子，
25)このような場合，手の動作を指示する神経に物理的変化が生じ，それによって次第に
その神経と視神経との間の密接な連携が生れ，それがこういった特別の操作の遂行に
あたって相互に完全に調和しながら仕事をなしうるようにしていると考えられてい
る。その操作が最初に行なわれたとき， 「知覚」ないし目や手の感覚神経が正確な事
態を知らせるために大脳へ情報を送った。したがって精神はその事態に判断を加える
準備ができていた。精神が意志の働らきによって，次になにがなさるべきかを決定し
た。そして手の「遠心性」神経によって，多かれ少なかれ不細工な命令を送り，それ
は多かれ少なかれ不細工に行使された。しかし何年もやっているうちに協力が要求さ
れている知覚神経と遠心性神経との間のより直接的連携が育ってくるようである。し
たがって指の特殊な動きにとって十分な時間が経過すると，その動きを促す刺激は，
動きの記録を大脳に運ぶ「知覚」神経によって直ちに指示を受ける。この連携が充分
熟達したときには，いちいちの操作は順次機械的に起ってくる。言い換えれば，精神
はその場合まった＜介在’せず，なんの注意も必要ではない。精神活動はまったく自由
に他のことを考えておれる。あるいはなにもしないで仕事の合い間の十分でかつ新鮮
な活動のためにとっておくこともできよう。歩行や著述やピアノを引くことは，幼時
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女子また子供によってさえおこなわれている。
厳密に言えば，手を使う技能ではないものの，幼少期の早い時期からの訓練を必要とす
る点で，手を使う技能に似ているものが多種存在する。そのようなものとして，たとえば
羊毛選別人の仕事がある。この仕事は一頭の羊から刈りとった羊毛を8ないし10の異なっ
た質のものへ分類してゆくのである。選別人は，次第に手触わりかと視覚で，質のごくわ
ずかの差を識別する驚くような能力を身につけてゆく。
§2. 分業の第2の利点は，一人の人間が常に，自分に合った最高度の仕事に従事しつ
づけることによって得られる，技能の経済およびその他の精神的・肉体的卓越の経済であ
る。
バベッジ氏はこの点を強調した最初の人物であった。氏が述べるには， 「製造業主は，
仕事を，それぞれ異なった技能と力盤を必要とする別々の工程で行われるように分割する
ことにより，その工程にとって必要である技能と力量にちょうど見合った量を購入するこ
とができる。他方もしも全部の仕事が一人の労働者によって行われるとするならば，その
人物は，分割された仕事の各作業のうち，もっとも困難なものを遂行しうるに十分な技能
と，もっとも煩わしいものを遂行しうるに十分な強健さとを持ち合わせていなければなら
ない。」
どんな大工場でも，幼ない子供が，軽いものを運んだり，ゆるんだ糸をひっぱったりし
年かさの子供や婦人がやや重いものを動かしたり，簡単に操作できる機械を管理し，一方
機械を順調に動かす仕事は熟練機械工に任されている。機械をきちんと管理する仕事に携
る者は，事業所の会計を管理する仕事をおこなう書記と同じ位高い賃金を受けている。し
かしもしも機械工が時間の一部を帳薄つけに費したり，書記が時間の一部を機械修理に費
したりすれば，効率上大きな浪費が生じるであろう。
発明の経済は，その業種に関係するすべての新発明を研究することが，一定の人々の仕
事である場合，もっとも良＜達成される。工程および機械の双方に関する，それぞれの新
しい先進的な創意は多くの実用的応用部面をもっている。知識は他の発明を求めるのに役
立ちそうな発明を創案することによって獲得される。しかしながら思考という仕事が数人
にかぎらて専門化するなら，分業はより多くをもたらす。アメリカがヨーロッパにたいし
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ごく簡単な部分であっても，その訓練を受けていない者には最大の注意を必要とする
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てもっている機械の発明や製造工程の改善における優越性は，どのようなものであれ，主
としてアメリカの雇用者たちが労働者たちの独自の創造的な思考を奨励していることによ
っているといわれている。
しかし疑問の余地なきことであるが，雇用主は全体の中心人物でなければならない。雇
主の時間は仕事をするために利用されるのではなく，いかなる仕事が，いかにしてなされ
また誰がそれを担当すべきかを決定するために用いられるべきである。バジオットも述べ
ているように， 「かれはいかなる財が作られるべきであり，またいかなるものがそうでな
いかを決め，いかなるものが市場に出され，また出されるべきでないかを決定する。かれ
は軍隊における大将である。かれは工程の計画を確定し，資財を整え，その稼動を監督指
揮する。もしかれがこのことをうまくやれば，事業は成功し，存続する。もしもまずくや
るなら，事業は失敗し倒壊する。すべては目には見えない決定の正しさ，すなわち意思決
定者の隠れた機敏さに依存している。」
§3. 次に機械の経済について考えてみよう。
郷諌した技術をもっている者が，その技能が役立たない仕事に従事するのが，無駄であ
るのとまったく同様に，ある機械が稼動していないのは浪費である。• 鉄工なら，時には蒸
気ハンマーの利用法を見つけることもできようが，一日の大半それを利用しないのであれ
ば大きな無駄であり，その鉄工はハンマーを所有する余裕はないであろう。
もしもそのものにたいする需要が大きかったならば，とっくの昔に機械によって，より
良質のものが，より廉価に製造されていたであろう多くのものが，今日でも手造りで作ら
れている。新しい工程ないし新しい機械を発明したり，特許をとったりすることにかかわ
る煩しさ，経費および危険は，その発明が沢山の財の生産に適用されるものであれ，ごく
わずかの財に適用されるものであれ，同じである。しかし発明から得られる利潤は，その
発明が適用される製造業の規模に依存している。機械の手作業からの代替は，時として実
用上の大きな難点を克服できる秀れた発明を待たねばならない。しかしたいていの新機械
は，現実には旧いものの改作であり，需要があればすぐにも確実に実作できるものであ
る。
事実，人間の手が，機械を上廻っている大きな利点は，手はほとんどどのような場所に
おいても，道具を使って素材に働きかけることができる点である。そして多くの重要な機
械的な発明は，単に手によって道具や素材が相互に調整される方法を模倣する新しい企て
にすぎない。これは時には，道具に機械によって運転ざれる新しい動きを与えることによ
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っておこなわれるが，それよりもしばしばみられるのは，素材を必要に応じた正確さで固
定する新しい固定式ないし移動式の軸受けからなっている。
§4. 分業の利益は，その商品にたいする需要が極めて多く，したがって大量に生産さ
れるものでないかぎり，いかなる商品の生産においても期待できるものではないことはす
でにみてきた。次にこの利益が，どの程度まで作業がおこなわれる工場の規模に依存する
かを検討せねばならない。
この問題は極めて重要なものである。なぜなら出世の希望は，精力的な活動や勤倹の習
慣にたいする主たる誘因のひとつである。国家の繁栄は，どの程度まで上流階級が，下層
階級に生れつも秀れた体カ・能力をもつ者によって補充されているかに，大いに拠ってい
る。そして労働者がとりうる上流へ向うもっとも容易でかつ健全なJレートのひとつは，職
長かまたは監督として働きつつ，まず初めにわずかの金を貯め，しかるのちに自分が主人
である事業のその領域において小さな事業所を開くことである。分業の利益のあるものは
大規模工場においてのみ得られるものであるが，その利益の多くのものは，一見して思え
る以上に，小工場や仕事場においても，同一職種に沢山の者がついているのであれば，獲
得できるものである。
ー商品の製造工程は，往々いくつかの異なった段階から成っており，そのひとつひとつ
には，工場内の別の場所が割当てられている。しかし生産される商品の総量が非常に多け
れば，これらの各工程それぞれを小工場に分離した方が有利である。
もし大小多くの工場があり，すべてが同二工程に携わっているとすれば，補完的産業は
特殊な要求を満すように成長してゆくであろう。
§5. 第1に，その工程に必要な特殊な工具や機械をつくる産業がある。たとえば羊毛
業に要求される機械が，数多くの入りくんだ機械によってつくられている大工場がある。
第2に一業種のさまざまな領域間の相互調整を助成する補助的産業がある。その産業の
援助はあらゆる種類の工場にとって重要であるが，特に完全に一製造工程のひとつの段階
に専念している工場にとって重要である。この分類項目のなかには，運送業者，鉄道会社
およびあらゆる類いの代理業や仲介業，さらにまた業界新聞その他の手段で情報を収集・
拡散させる業種がふくまれる。銀行業もまたこの項目にふくまれる。財貨にたいする支払
いは，この業種によって促進されるが，それは財貨の運送について鉄道によってもたらさ
れているものと同じである。しかしそれ以上に，銀行業者は資本の支配権を人から人へ移
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す。このようにしてかれらが，わずかの自己資本しかもたない新参者に与える援助は，製
造業をごく少数の大企業の掌中に集中化させる最近の傾向に反逆する諸力のうち，多分も
っとも重要なものであろう。
しかし小工場は，その数がどうであれ，もしもその多くが同一地域に集結するのでなけ
れば，大きなものに比して相対的に極めて不利であろう。そこで以下産業の局地化の利益
について考察しよう。
§6. 産業の局地化は技能や洗練さの教育および技術知識の拡散を促進する。
人々の多くが同じ業種で働らいていれば，人々は互いに教育しあう。その仕事に要求さ
れる技能と洗練さが空気のように広まり，子供たちは成長につれて，それを吸いとってゆ
＜。これはとくに窯業や陶器業といった業種でみられる。
さらに一人一人は隣人たちの発想によって益する。人は，新しい試みに自分と同じよう
に関心をもっている者と交際することにより刺激をうける。そして新しい発明はそれぞれ
それが新しい機械であれ，新しい工程であれ，事業組織の新しい方法であれ，いったん始
められると、拡まってゆき，改善が加えられるものである。
ひとつの産業が局地化されている地域においては，熟練工は自分にあった職をみつけや
すくなる。雇主は職長の空席を簡単に埋めることができる。また一般には，技能の経済は
いかに大きいものであれ，孤立している工場におけるよりも，はるかにすすみやすい。こ
のように大工場も小工場もともに，産業の局地化と補助的産業の援助によって，利益をう
ける。しかしこの利益は小工場にとってもっとも重要であり，そうでなければ大工場との
競争で蒙むるであろう多くの不利益から免れている。
§7. なおそれでも大きな工場は多くの特殊な利益を有している。
第1に，大きな工場においては，小さな工場よりも，建物，蒸気機関およびその他の機
械の配置といったことがら，さらには書記，門衛，火気取扱人，修理工の仕事等において
大きな経済を得ることができる。一本の高い煙突は，小さな溶鉱炉のものと同様，大きな
ものの排煙をもなすことができ，一人の門衛は500人の人間を， 50人の人間と同じように
簡単に受け入れることができる。
また大工場は，小工場なら人手によっておこなわれる仕事をするのにしばしば機械をも
つゆとりがある。製造工程のひとつの短かい階悌をうけもつ小工場は，最善，最高に特殊
化された機械を所有できるというのは事実である。しかしそのような工場は，その工程用
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の特殊機械をもつ利益が充分に確立するまでは，存在することがないであろう。いかなる
類いの機械にたいしてであれ，大きな需要があるならば，多額の金を費し，特許をとる意
図のもと，そのものを試作し，製作された各機械の使用権を獲得する煩わしさを費すに価
いするであろう。しかし実際にほ，なされた改善のうち，ごくわずかのものが特許を受け
るだけである。そして大きな製造業主は，零細なものよりも，成功の確実さの少ない実験
を行う強い誘因をもっている。もしそれが成功すれば，零細業主がそうするであろう以上
に，他人がそれから利益をうけるに先がけて，支出に比して歩合いのいい収益をあげるこ
とになろう。
ところでしばしば，大企業のもっとも重要な利点は，売買の容易さからなる。大量の財
貨を購入するための費用は，小量の購入の費用に比して，常に比率において少ない。大企
業は財貨の輸送において有利である。特にもしも鉄道引込線をもっていれば。大企業は高
い手当を払っている代理人から，即時払いと貴重な情報を受けとり，それによって， ぃ
っ，誰から買い，いっ，なにを製造し，いっ，誰に売り，・加えて誰を信じ，誰を信じては
コマー シャル・トラヴェ,-
ならないかを知る。大企業は印刷や旅商人によって，大大的に宜伝することができる。信
頼もまたなにがしか役立つであろう。消費者は大きな会社はけちな詐欺や不正をやらない
だろうと感じている。失うものが多すぎるからである。
いくつかの業種では，大企業は取扱品目の多様さによって，大いに利益を受けている。
多数の金属部品を必要とする建築業者は，沢山の鋳型をもち多種多様の注文を自社の在庫
品からとりそろえることのできる企業に発注するのを好む。大企業はしばしば管理の面で
も利益をうる。しかしこれは一見したほど大きいものではない。小さな作業場では，雇主
や支配人が，大きな作業場では職長や監督の仕事として任しているような沢山の事柄も管
理しているのは事実である。しかし雇われている監督は，雇い主自身がもっているほどに
は，不注意や不正による浪費防止をすることについて関心を持たず精力をさかない。小さ
な企業に比較すると，管理という面では，大企業が全体として不利である産業がいくつか
ある。とくにかなりの高価な金属を取り扱う産業がそうである。
§8. 分業と機械の特殊化の利益が，極限に達っしている産業分野がかなりある。たと
えば綿紡績業においては，大工場は，どの点からみてもかなり似かよった沢山の作業室を
もっている。そのためいくつかの小工場が寄り集まっている感を与える。．したがって生産
業務については大工場は小工場にたいして大きな利益をなにももっていないのであるが，
大資本がかならず小資本にたいしてもつことになる売買や組織上の一般的な利益を有して
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いる。そのような工場の所有者が資本をさらに自分の事業につぎこもうとする時には，自
• 分の織布をキャラコにしたてる織機を導入することが目的に適うという答えを得るであろ
う。かくしてその所有者は，紡績だけに携わる業者よりも有利な立場に立つ。なぜなら織
布の市場を探す手間がなくなるからである。また織布のみに携わる業者にたいしても有利
な地位をえる。なぜなら使用する織布の質について，交渉したり吟味したりする手間がな
くなるからである。かくしていまやいくつかの異なった業種の仕事であったものが，一つ
屋根の下ですべて行なわれる。
このような変化は，一部は巨大な資本額を扱う企業の成長が容易になった最近の傾向に
よっている。大資産家の数が最近急増し，また有限責任法26)が金持ではない者や多分事業
のための時間的余裕を持ちあわせていない者に，全財産を失う恐れなしに，大きな事業の
株式を取得することを可能にした。 この法は，ほとんどあらゆる事業分野に巨大会社を形
成さぜた。ある者は，自己資本が不足しているのに，企業を興している。ロンドン・アンド・
ノース・ウエスタン鉄道会社は；その名が歴史において大きな位置を占めている国々の多
くが蓄積した全財産よりも大きな資本を操作している。単一の商事会社が，型通りに処理
．でき，なんら大胆な企業心や，単一個人の素早い決定を必要としない事業を運営してしか
も利益をあげることのできる富の額には，まったく際限がないようにみえる,0
しかし資本集中のこの大きな傾向は，処理せねばならぬ事柄の数や処理法が多様に増加
しつつあることにより，障害をうけている。旧い既成の産業にたいする補助産業がつぎつ
ぎに勃興しつつあり，またそれらの産業が基盤を確立すると，他の産業がそれらを補助す
るために，姿を現わしている。人間の欲望の多様さの増大と，それを適える発明という資
源の増大は，事業に参画する新参者に絶えず機会を提供している。ロンドンかあるいはそ
の他のほとんどの大工業都市の商工人名録をのぞいてみても，ほとんどが完全に小業主の
手中にある驚くほど多様な業種をみいだすであろう。
§9. 大工場と小工場との間の競争の結果がどのようなものであれ，分業は今後とも増
加していくことは確実のようである。この増加は極めて重要なもののひとつである。分業
は人間の自然にたいする支配権を増し，富の増加を通じて社会進歩を促進。する。その影響
は大部分において良きむのであるが，ある部面では弊害がある。分業は産業の不確実性を
26) 1855-1862年に通過したこれら諸法は，ー会社がその名称のあとに「有限」と記載す
ることにより，株主にたいし，倒産に際しその株式の額以上の損失を蒙らないことを
保証することを可能にしている。
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増加させるといわれている。ただひとつの業種にのみ利用できる技能をもっている者はそ
の業種が不況になったり，あるいは，その技能が機械に代替されると，どうしても大きな
被害を受けがちである。他方分業は生産者たちをして広く隔たった市場で販路をみつける
ようにしむけるために，それらの市場が一度に不景気に陥こむことはそう起ることではな
ぃ。また分業は，時として全体としてはまったく別のものと考えられていた業種間の人の
移動を可能にする。地方の時計師は，簡単には銃砲製作者にはなれないだろうし，逆は逆
であろう。しかし大きな時計工場の人間の多くは，簡単に大きなライフル工場で雇用機会
を見つけだすことができようし，また逆も真である。先の南北戦争が終結した時，有名な
ライフル工場は縫製機械製作に転換した。先になって取りあげるように，産業の不確実性
の増大がいかなる傾向をとろうとも，•それは分業以外の原因に帰着すると考えるべき他の
理由を見出すであろう。
しかし分業がある種の単調さの原因であることは疑う余地がない。絶えざる肉体の緊張
ないし悪環境での長時間作業をともなう労働の場合，この単調さは極めて大きな弊害であ
る。しかし軽作業で，労働時間が過剰でないときには，単調さはそれほど害にならない。
ナスミス氏が述べているように 27', 「もしも人間に身体だけを動かすことを命じるなら，
人間の品位を落しめるであろう。その人間は肉体的に疲れ切って家に戻るため，そんな人
に「読書をして向上に勤めよ』と言うのはまった＜馬鹿げている。かれはすぐにも眠りこ
んでしまうだろう。かれはどこかへ出かけなにか刺激をうける必要がある。ところがもし
も身体活動をほとんどともなわないか，もしくはごくわずかしか要求されない，機械のい
くつかを日がな管理していたような人間をとりだすなら，その人の知的能力は，ともかく
それをかれが備えている限り，すぐにも開花し，かれは読書家になり，自分で品性を身に
つけてゆく人間になるのを見出すであろう。私はなんどもそのようなケースを見てきてい
る。私は，それを機械の結果だと思っている。機械は身体的労働の必然性を除去し，労働
者階級の知性的・心理的位置を大いに揚げている。機械の管理には多くの判断能力と臨機 、
応変さを必要とする。」後進諸国における英国人の経験では，愚鈍で無知な人々は，いか
に低い賃金で傭うことができようと，高価で繊細な機械を能率よく稼動させることが不可
能である。機械工の仕事は，それが一見単調である場合であってさえ，明敏さ，注意深さ
素早さを要求する。
また分業が個人の仕事を単調で，画ー的なものにしている場合でさえ，全体としての国
の業務を変化に富み，多様性のあるものにしている。精神的・肉体的な活力が労働によっ
27)労働組合委員会の第10報告， 1868,p. 65. 
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て酷使されていない都市労働者は，かならずや持場の廻りで行なわれている各種の労働の
多様性と刺激から学ぶものである。かれの廻りの者は，かれと同様のことがらに大きな関
心をもっているが，また異なることにも関心をもっている。それらのことからかれは物事
を見る新しい方法を学びとることができる。 ＇ 
郡部におけるよりも都市において，より多くの分業がおこなわれている。しかしながら
農業労働者は，知性において都市労働者よりも遅れをとっている。農業科学において最近
みられる進歩は，主として都市住民の知的活動によっている。
§10. 分業の法則について述べておくのがよいだろう。それは以下のごとく言うことが
できよう。
ー商品にたいする需要が極めて大きくなると，それを作る工程は通常それぞれが固有
の設備を持ち，それぞれが補助産業の援助をうける，いくつかの個別の労働者階層の間
に分割される。
それは収益逓増法則の道へつながる。すなわち，
分業は一商品を作る困難を解消する傾向をもち，したがって所与の労苦量によって得
られる収益を増大させる傾向をもつ。＊
いかなる種類のものであれ，ー商品を生産する煩労の総体は，通常は収益逓減・逓増法
則の協働に支配されている。この2つの相争う影響因のうち，時として前者が優勢となり
時として後者が優勢となる。前者は毛布の場合のように，原料の費用が大きく，製造上の・
一層の節約の余地がほとんどない場合に優勢となり，他方時計製作とかその他の軽金属業
種は，収益逓増法則が優勢となる好事例となる。
§11. もっとも大きな産業は農業である。しかし分業や大規模生産の利益をほとんど利
用できないという点では他の産業に較べるものがないほどである。というのは農業労働者
は大量に集中化することができないからである。全国各地に分散せざるを得ない。また年
間の各季節に特別な作業がある。ひとりの人間が生涯取り入れだけに専念することはでき
ない。したがって農作業は，いくつもの部門に分割し，各部門をその種の仕事のための特
別の技能を取得するために生涯をかけている労働者群が遂行するというわけにはいかな
い。
しかしながらも農業は製造業の階悌を歩みつつあるようにみえる。耕作用蒸気機関が一
般的になりつつあり，蒸気エンジンや馬力によって稼動される新機械があいついで現われ
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ている。農業地は次第に，のみこみの悪い労働者をわずかしか需めず，多くの賢明な機械
を需要するようになっている。
この変貌は小農園と大農園との競合にたいし，重要な影響を及ぼしつつある。小農場主
は，常に農業用蒸気機関を所有することができない。かれは時々し力咽使わない機械を大量
に保有する余裕がない。かくして年々小農場主は大農場主に比して大きな不利益を蒙むる
ことになる。この不利益は農場主たちに蒸気耕転機や脱穀機等を提供する補助産業の成長
によって，軽減はされようが，決してなくなりはしない。この産業の成長は農業によって
今まで行ゎれたもののなかで，もっとも重要な，分業の利益獲得のための階悌である。
小農場主に比較して，大農場主は建物の経済と原材料の経済をなにがしか手に入れる。
大農場主はより有利な作物の輪作を採用することができる。かれはなにか素早く片付けね
ばならぬものがあるとすれば，農場に沢山の労働者を送りこむことができる。かれは一般
に小農場主ができるよりも容易に，銀行から資本を借り入れることができる。最後に大農
場主は，小農場主よりも多くの知識および秀れた技能と大きな計画をもちがちである。か
れは多分出発において，より秀れた教育を受けたであろう。かれは小農場主がみずから行
わねばならぬ多くの仕事を雇い人たちに任すことができる。したがってかれは知識を増や
すための時間と機会をより多くもっている。そして農場が時とともに持主を変えてゆくに
つれ最有能な農場主は，最大の農場への道をみつけてゆくことになりがちである。かくし
て技能の経済は，大農場体制の下において，小農場体制によるよりも，より一層すすめら
れる。他方大農場主は監督という件については損失を蒙る。小農場主は自分も一生懸命働
らき， どんな些細な利益やどんな僅かな貯えも監視しているので， かれの下で働らく者
は，怠けたり不正を行う機会をほとんどもっていない。
§12. これらの有利さは鋤を使った農業を，大保有地の場合と同様小保有地においても
成功に導くものとなっている。大市場向け農業は小農場経営にたいして，売買における有
利さを除けば，ほとんど利点をもっていない。聰明な市場向け農業主は，数エーカーの土
地を自分自身と家族および1人か2人の雇用労働者の労働によって耕作し，農場にたいし
高い地代を払ったうえで，自分自身のためにかなりの好賃金を，資本にたいしては充分な
利潤を稼ぐことができる。同様に南ヨーロッパのよく手入れされたぶどう園は，大ぶどう
園と対抗して，自分の地位を守ることができるようである。各々のぶどうはそれぞれいわ
れをもっており，土壌がそれと地続きの園とまったく同質であることはほとんどありえな
い。また大ぶどう園の耕作者は，全生涯をわずかの土地に執着している者の行動をうみだ
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している多くのこまごました事柄を，自分の頭に入れておくことができないであろう。
しかし大陸における小保有地のかなり多くの部分は，一般にはそこを耕す者によってそ
の土地が所有されていることによる有利さをもっている。小自作農民が，土地を楽しみと
興奮の絶えざる源泉とし，またもっとも安全かつ便利な貯蓄銀村としていることについて
はすでに述べた28)。かれは自分の資本と労働を土地に投資するが，豊かな農場主のように
高い資本利澗を要求するわけでも，雇用労働者によって要求されるように苦汗にたいして
高賃金を要求するわけでもない。かれは機械と知識の欠乏により，英国の農場主たちには
無駄が多いとして見捨てられた耕作法を固守しているかもしれない。収穫物はそれを得る
ために費された労働量に比するなら，英国の農場での場合より，低いのが通常である。し
かしエーカーあたりの生産物は，しばしば多くて，全体としてはかれはその国の農業的富
にたいして充分貢献している。＊
第9章土地の保有権
§1. ところで土地の保有については，すでに多くのことを述べた。産業のゆるかな形
成のあとを眺めることにより，大昔には土地は人間の所有物ではなく，未開部族がそこを
排廻し，狩猟によって生計をたてており，やがて牧畜生活をおこなうようになってからは
半ば家畜化した獣を追ってひとつの牧草地から他の牧草地へとゆるやかに移動していたこ
とを知った。農業があらわれたとき，どうして土地が村落共同体の所有物になったかを見
た。最近の歴史研究は，ョーロッパのほぼ全域，アジアの多くの地城および多分いくつか
のその他の地域において，かかる村落共同体の各々の土地が普通には3つの部分，チュー
トン的名称を用いると， 3つのマーク（村落共有地）に分割されていたことを示してい
る。
都市マークは，いくつかの居住家族の私有財産であった家屋をふくんでいた。耕地マー
クは3圃に分けられ，そのひとつは毎年休耕地とされ，他の2つが耕作された。各家族は
ロツト
それぞれの分割地に自家用の区画をもっていた。常に家族で耕作できる割当地を保有する
ためにであった。ほとんどの諸国では，ロットは定期的に再配分された。
残余の国土は共有マークであった。そこは耕作されず，各家族が放牧と伐採につき，平
等な権利をもっていた。やや異なるが村落共同体の制度は，今日ロシアやインドで一般的
である。その制度はいくつかの利点をもっている。そこではめったに極貧がみられない。
28)第6章§3.
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人々は平和で自足的に，しかし単調な生活をおくっている。共同体は，誰かが共同体の利
益ないしは慣行とか偏見にたいしてさえ逆うような耕作法を採り入れることを阻止するた
めに，用心深く監視している。このようにして時の流れのなかで因習的規範が網の目のよ
うにできあがってゆき，諸個人の自由や冒険心を排除し，以来あらゆる種類の農業上の改
善が阻止され阻害されてきた。
西ヨーロッパでは，この制度は中世の戦争や征服により，封建制度という軍事体制へと
姿を変えていった。封建制度の下では，所有の観念と統治の銀念とが入り混じり，そのた
め主権者はある種の土地所有権を保持しているものとみなされた。臣下たちは，必要時に
は軍役につくことを条件に，主権者から所有権を与えられると考えられた。次第に土地に
対する主権者の権利はなくなってゆき，現在では私的個人が事実上問題なくそれを所有し
ている。しかし今日においても土地に関する契約は，他の事物の契約とまったく同じ方法
で締結されるわけではない。各国は土地の移転と保有については特別の法，慣行そして感
覚をもっている。
§2, 大陸の大部分の土地は小自作農民によって所有されている。小農民がいかにその
土地にたいして友人のような愛着を感じているか，またいかに喜々として自分の稼ぎを土
地に注ぎ込んでいるか，いかに土地の隅々にいたるまでこまごましたことを知ろうとして
いるかについては，すでにみてきた。大陸の小農民は，豊かな英国の農場主のすすんだ耕
作法については知らないかもしれないし，また採用する余裕がないかもしれない。それで
もある種の耕作については，かれはぬきんでている。そして自分の労働を，通常は充分に
利用しきっていないにもかかわらず，飽むことなき努力によりしばしば多くの総収穫物を
あげている。
南部ヨーロッパのいくつかの地域では，分益保有が一般的である。分益農民は小区画の
土地を，収穫の一定割合，通常は二分のーを地主に譲渡する条件で，世襲的に耕作する権
利をもっている。地主は，その地域の慣行にしたがい，農作業に必要な資本の全部または
一部を提供する29)。分益農民は確固とした保有権をもっている点では小自作農に似てい
る。しかしいくつかの他の点では，村落共同体の構成員に似ている。なぜなら分益農民は
生産物にたいする地主の分け前を確保するためにできあがった規範に悩まされ，さまたげ
29) 分益農民，アイルランドの小屋住農と小自•作農についてはミルの第 2 編および Cliffe
Leslieの Systemof Land Tenureを参照せよ．
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られている。また自分の労働の成果の一定部分しか手に入らないために，小自作農のよう
には懸命に働らこうとする動機づけをもっていない。
アメリカの土地はその土地を所有する者たちによって耕作されている30)。土地を手に入
れるのが容易なため， 目下は農業労働者がかなりの層をなすことを妨げている。したがっ
てアメリカにおける土地保有は多くの点で，小自作農のそれに類似している。しかし農場
は小さくはなく，また農民は一般に教育を受けた人物であり，絶ゆまぬ精気に満ちてい
る。かれらはしばしば農場を売り，西部へ移り，より大きな農場やより肥沃な土壌を手に
入れる。かれらはいつも改良された機械や改良された耕作法を探し求めている。多くの点
でアメリカ農民は，土地や耕作法がほとんど変化せずに父から子へと伝えられる者もいる
ヨーロッパの忍耐づよい冒険心に欠けた小自作農と，驚くほどの対照を示している。
分益農民が地主に支払う生産物の分け前は，時折「地代」と呼ばれているが，本書では
この言葉は，常に土地所有者が自由競争によって土地の利用を他人に貸出すさいに取得で
きる金額を意味することにする。
肥沃な土地は，同額の資本をやせた土地に投下した場合に得られるであろうよりも，ょ
り大きな収穫を使用資本にもたらす。食掻需要が大きく，したがって高い代償を払ってや
せた土地から食糧のなにがしかを手に入れねばならない人口の多い国においては，肥沃な
土地からあがる生産物の価値は，その収穫をあげるに要した経費をつぐのって余りあるも
のになるだろう。この余剰価値は，もしもかれ自身で土地を耕やすのであれば，所有者が留
保する。しかし英国その他の諸国では，自分の資本で土地を耕作し，この余剰を地代の形で
地主に支払おうとする資本家が常に存在する。この制度は士地の管理を，資本，農業技術
および労働にたいする嗜好をもつ者に与えるという大きな利点をもっている。分業や大規
模生産の利益は，農業においては製造業においてほど重要性をもたないことについてはす
でにみてきたが，その重要性は増大しつつある。農業技術の進歩は，資本と高度に訓練さ
れた農業技能にたいする需要を間断なく高めている。そして国民が財産や知性の面で進歩
すると，資本をかなり自由にできる能力のある農民の数も増えてくる。これらの原因があ
い重なって，農場の平均規模は拡大しつつあり，・また農民の地位も上昇してきている。ス
コットランドのおよびイングランドのいくつかの地域においては，農民が技能やエネルギ
30) 「アメリカの農民は少なくとも1,000のうち995のケースまでみずから耕作する土地の
所有者である。」 MrRuggles'report published by the New York Chamber of 
Commerce, 1874. 
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ーの利益をほぽすべて使いうるように，長期契約の制度が一般化している。もし契約期間
が短いと，農民は法によってごくわずかの保障しか受けない。しかし慣行が今までは農民
を保護しているので，かれは農場でおこなった諸改善の便益のすべてを，非良心的な地主
によって地代をあげられるとか，補償なしで解約されることによりまったく失なってしま
う危険性が大きいことはまずあり得ない。＊
アイルランドの小屋住み農は，土地の使用にたいし地代を支払い，自分の責任で耕作す
る。しかし小屋住み農夫と英国の農民との類似はそこまでである。アイルランドの小屋住
ミドル
み農は，土地の細片を直接所有者からか，または土地をまた貸しして生計をたてている中間
，，ゾ
保有者から借りている，貧しくかつ教育を受けていない小農民である。アイルランド農民
の無知と無暴さおよび土地にたいする根っからの執着心とが，往々にして競争の圧力のも
と自分が払いうるよりも高い地代を払わさせている。かなり小さな土地所有者のある者や
代理人たちの多くは，そのような契約に固執し，その結果小屋住み農は怠情こそ最善の策
であり，勤倹は最悪であることに気づく。かれは安楽基準をもっておらず，管理を賢明に
おこなう誘因をもたない。そして人口は主に貧困，病気，飢饉によって抑制されている。
小屋住み農の悲惨さは，まずかれらの配慮不足の原因を取り除かずしては除去することが
できない。この無謀さはある程度まで一—どの程度までかは論争の対象であるが一一北）が
祖先たちのまちがった法規制によっている。最近の賢明な規制の下では，そういったもの
がなくなってゅくであろうと考えてもよいかなりの根拠がある。＊
土地保有の最善の制度はどれであるかに関する問題の議論は， 「最善の制度」という言
葉の意味になにがしか不確実なものがふくまれていることによって輻湊したものになって
いる。最善の制度ということによって，ある者は，最大の総生産物をもたらすものを意味
させようとし，他の者は，労働者の生活必需品を控除したのちの純生産物ないし余剰生産
物の最大をもたらすものを意味させている。他方また他の者は，人間の共通の福利へもっ
とも貢献する制度を意味させている。最大の純生産物は平均していえば大農場制の下で得
られ，また最大の総生産物は，知性的で精力的な小自作農民族が存在する地域の何ケ所か
で得られると考えている根拠を示してきた。小自作農が最大の総生産物をあげるのは，か
れらの飽むことのない熱心さが，土地からあがる収穫が減少し，資本家農場主なら一層の
耕作をやめてしまったであろう段階に達してもなお労働を土地に注ぎこもうとさせるから
である。
経済学者たちはどの制度が共通の福利をもっとも良く促進するかについて意見の一致を
みていない。世界中のすべての経済学者から投票が行なわれるとすれば，多分新開国にお
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けるように大農場においてであれ，旧開国の小農地であれ，土地が耕作者によって所有さ
れているような制度に好意が示されるであろう。この見解は今日多くの英国人によって支
持されている。しかし過去の世代のほとんどすべての英国人経済学者は大農場制に強い選
好を有していた。これは，一部には英国製造業に大資本を投入することを促してきたのと
同じ理由によるものであり SI), 一部はナボレオン戦争期における英国の立場が，概してわ
が国の製造業と農業の巨大な純生産物に依拠していた事実によっている82)。
§3. 土地が英国的制度で運用されている時には，その地代は農場主の資本を利潤つき
で補充するのに必要なものを控除したのちに農場主の資本に与えられる余剰であることに
ついてはいまや十分に述べた。この地代は，農場主が所与の支出をもってより多くの生産
物をあげることのできるなんらかの方法，またはその生産物にたいしてより有利な市場を
提供してくれるなにかによって増加するであろうことは容易にみてとれる。しかしかれの
支出の各構成部分を分析すること，生産物の価値合計を測定すること，およびさらにこの
価値から利潤つきでかれの支出に充分見合うものを控除し，地代の額を決定することの方
がより困難である。価値の理論の第一の諸原理を検討してからの方が，この問題をとり扱
うのにはよいであろう。
31)第1編第7章§4参照．
32)たとえばリカァドウは述べている。 「アダム・スミスは，つねに，一国が多額の純所
得からよりもむしろ多額の総所得からひきだす利益を過大視している。……•もしもあ
る国の実質純所得すなわちその地代と利潤が同額とするなら，その国が1,000万人か
らなろうと 1,200万人からなろうと，それはまったく重要なことではない。それが海
軍と陸軍およびすべての不生産的労働を維持する力はその総所得にではなく純所得に
比例せざるを得ない。」
〔訳文中＊印記載の個所には，主として各版異同に関する訳注を付す予定であったが，
紙数の関係で，それらは次稿に回されている。）
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